
秦
の
墓
制
と
そ
の
起
源

黄

暁

蜷
身
鋸
罫
鷺
鎚
欝
懸
盤
t
潔
舞
爆
罐
縫
難
嫉
難
棚
穀
鋤
黎
激
発
…

秋
戦
国
期
の
典
型
的
な
秦
人
墓
を
三
つ
の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
副
葬
品
、
墓
捌
の
階
層
的
構
成
、
そ
し
て
埋
葬
方
式
、
と
く
に
そ
の

屈
葬
形
態
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
時
間
的
に
整
理
し
て
み
る
と
、
秦
に
独
自
の
墓
制
は
春
秋
時
代
に
も
っ
と
も
強
く
現
れ
て
い
た
が
、
戦
国
早
期
か
ら
中
期

に
か
け
て
急
速
に
薄
れ
、
中
原
化
し
て
い
く
こ
と
が
判
明
し
た
。
次
に
こ
の
独
自
の
墓
制
を
よ
り
広
い
視
野
か
ら
眺
め
て
み
た
結
果
、
伸
展
葬
を
伝
統
的

に
採
用
し
て
い
た
中
原
の
墓
制
と
は
対
照
的
に
、
屈
葬
を
伝
統
的
に
続
け
て
い
た
甘
粛
東
部
地
域
の
墓
制
に
そ
の
起
源
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

と
く
に
、
西
周
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
甘
熊
毛
家
坪
遺
跡
の
文
化
様
相
は
秦
文
化
の
直
接
の
姿
形
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
春
秋
戦
国
期
に
お
け
る

中
原
地
域
や
周
辺
地
域
へ
の
秦
の
墓
制
の
一
時
的
な
広
が
り
は
、
秦
が
東
遷
し
て
き
た
証
左
と
言
え
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
強
い
影
響
を
周
囲
に
与
え

た
秦
滋
藤
制
は
、
天
下
統
一
へ
向
か
う
戦
国
後
期
か
ら
秦
代
に
か
け
て
、
急
速
に
弱
ま
っ
て
い
き
、
つ
い
に
は
失
わ
れ
る
。
こ
れ
は
帝
国
形
成
途
上
、
墓

制
に
お
い
て
も
統
一
化
を
目
指
し
た
秦
の
積
極
的
な
意
図
に
よ
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
四
巻
六
号
　
一
九
九
一
年
＝
月

秦の墓制とその起源（黄）

一
　
は
　
じ
　
め
　
に

秦
王
朝
は
中
国
で
最
初
の
統
一
国
家
で
あ
り
、
中
国
古
代
史
上
の
重
要
な
変
革
の
時
期
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
秦
帝
国
は
最
も
短

命
の
王
朝
で
あ
る
た
め
、
従
来
、
文
献
史
料
と
考
古
資
料
に
乏
し
く
、
秦
文
化
に
は
不
明
な
部
分
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
一
九
七
〇
年
代

以
降
、
秦
文
化
の
精
髄
と
も
言
え
る
秦
鞘
当
の
宮
殿
祭
祀
建
築
学
、
秦
公
王
畿
及
び
大
量
の
中
・
小
型
秦
人
墓
の
検
出
、
さ
ら
に
、
広
大
な
威
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陽
宮
や
三
皇
帝
陵
や
兵
馬
儒
な
ど
考
古
学
上
の
重
大
な
発
見
が
相
つ
ぎ
、
秦
文
化
の
様
相
も
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
う
し
た

考
古
学
上
の
重
大
な
成
果
は
春
秋
戦
国
期
か
ら
統
一
期
に
か
け
て
発
展
を
遂
げ
た
紀
国
の
社
会
生
産
力
の
強
さ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

が
東
方
六
国
を
滅
亡
さ
せ
、
天
下
統
一
を
実
現
し
た
原
動
力
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
強
大
で
あ
っ
た
こ
の
秦
帝
国
も
、
統
一
後
わ

ず
か
一
五
年
の
短
命
な
王
朝
と
し
て
、
様
々
な
秦
文
化
の
謎
を
残
し
な
が
ら
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。

　
秦
文
化
の
壮
大
さ
に
つ
い
て
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
が
、
秦
人
自
身
の
文
化
の
発
生
・
発
展
・
消
滅
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
解
明
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
古
代
社
会
に
お
け
る
墓
制
の
も
つ
保
守
性
と
継
承
性
に
着
目
し
、
こ
の
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

　
は
じ
め
に
、
秦
人
墓
の
研
究
史
に
つ
い
て
簡
単
に
振
り
返
っ
て
お
き
た
い
。

　
一
九
四
〇
年
代
に
お
い
て
高
等
尋
氏
は
、
河
南
安
陽
大
司
空
村
南
墓
地
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
際
、
特
殊
な
埋
葬
法
一
屈
葬
の
存
在
に
気

が
つ
い
た
。
す
な
わ
ち
大
司
空
村
に
お
け
る
第
二
期
古
墓
群
中
、
人
骨
が
よ
く
残
っ
て
い
た
一
二
基
の
う
ち
、
屈
葬
が
九
基
で
、
伝
統
的
な
伸

展
葬
は
三
基
し
か
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
氏
は
中
原
地
域
に
お
い
て
、
あ
る
時
期
に
屈
葬
の
比
率
が
き
わ
め
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

高
く
な
る
こ
と
を
初
め
て
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
高
氏
は
大
司
空
村
・
河
南
輝
県
瑠
璃
閣
・
山
東
内
城
城
子
崖
に
あ
る
屈
葬
墓
を
副
葬
品
に
よ

っ
て
検
証
し
、
戦
国
時
代
に
お
い
て
黄
河
下
流
地
域
で
は
伸
展
葬
と
屈
葬
が
並
行
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
当
時
は
ま
だ
資
料
不
足
で
あ
っ
た
た
め
、
屈
葬
の
認
識
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
タ
イ
や
南
ロ
シ
ア
あ
た
り
の
影
響
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
に

と
ど
ま
っ
て
お
り
、
秦
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
一
切
雷
及
し
て
い
な
い
。

　
一
九
五
七
年
に
は
湖
南
長
沙
左
家
電
で
調
査
さ
れ
た
一
基
の
土
墳
墓
か
ら
秦
代
の
紀
年
銘
を
も
つ
一
点
の
銅
曳
が
発
見
さ
れ
、
戦
国
末
～
秦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

王
朝
初
期
の
秦
人
品
の
様
相
が
初
め
て
判
明
し
た
。
そ
の
後
、
陳
西
宝
鶏
鳳
閣
嶺
の
洞
室
墓
か
ら
「
（
秦
の
始
皇
帝
）
廿
六
年
」
銘
を
も
つ
論
文

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
嵐
心
し
、
上
露
臨
濾
上
焦
村
で
は
秦
の
始
皇
帝
陵
の
脇
に
あ
る
宗
室
陪
葬
墓
が
調
査
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
で
大
量
の
秦
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

竹
簡
を
伴
出
し
た
秦
人
墓
が
発
掘
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
秦
人
爵
及
び
副
葬
品
の
認
識
は
徐
々
に
固
ま
っ
て
い
っ
た
。
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の墓制とその起源（黄）

　
一
九
六
〇
年
代
以
後
、
陳
西
鳳
翔
に
あ
る
春
秋
戦
国
期
の
雍
城
遺
跡
に
お
け
る
継
続
的
な
調
査
が
始
ま
り
、
秦
公
王
難
と
と
も
に
、
そ
の
周

囲
か
ら
計
六
百
基
以
上
の
中
小
型
秦
人
界
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
愛
人
独
自
の
副
葬
青
銅
器
や
副
葬
陶
器
の
変
遷
過
程
の
把
握

が
可
能
と
な
り
、
屈
葬
が
世
人
の
特
有
の
葬
制
で
あ
る
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
蓄
積
の
上
に
、
一
九
八
○
年
代
以
後
、
研
究
の

深
化
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
韓
偉
氏
は
管
掌
地
区
の
語
長
墓
副
葬
品
の
編
年
に
基
づ
い
て
、
春
秋
・
戦
国
期
に
お
け
る
陳
西
地
区
秦
人
墓
の

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

時
期
区
分
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
陳
西
関
中
地
区
の
麗
人
墓
か
ら
出
土
し
た
青
銅
容
器
の
編
年
を
組
み
立
て
た
陳
平
氏
の
精
力
的
な
研
究
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

り
、
ま
た
葉
小
悪
氏
は
陳
西
地
区
の
繋
累
墓
資
料
を
ま
と
め
、
他
地
域
の
資
料
を
も
含
め
た
秦
文
化
の
特
徴
及
び
編
年
の
概
要
を
発
表
し
た
。

　
こ
う
し
て
秦
人
墓
の
特
徴
が
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
後
も
悪
人
墓
が
各
地
で
み
い
だ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
い
ま
だ
、
そ
れ

ら
は
時
間
的
に
も
地
域
的
に
も
点
的
な
把
握
に
と
ど
ま
り
、
と
く
に
そ
の
起
源
や
広
が
り
に
つ
い
て
の
体
系
的
整
理
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本

稿
は
思
人
二
叉
の
特
徴
を
再
検
討
し
、
そ
れ
を
時
詩
的
に
整
理
す
る
こ
と
を
第
一
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
て
明
ら
か
に
し
た
一
つ
の
特
色

あ
る
墓
制
の
消
長
を
、
空
間
の
中
で
捉
え
直
し
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
秦
文
化
の
起
源
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
考
古
学
的
解
答
を
試
み
た
い
。

こ
れ
は
同
時
に
、
統
一
帝
国
を
築
き
上
げ
て
い
く
過
程
で
の
秦
文
化
の
あ
り
方
を
歴
史
的
に
と
ら
え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

①
　
高
去
尋
「
黄
河
下
灘
的
屈
葬
問
題
」
『
中
国
考
古
学
報
』
第
二
冊
、
国
立
中
央
研

　
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
十
ヨ
、
…
九
闘
七
年
三
月

②
　
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会
「
長
沙
左
翼
塘
秦
代
木
榔
墓
清
理
簡
報
」
　
『
考
古
』

　
一
九
五
九
年
第
九
期

③
　
王
紅
武
・
呉
大
妖
「
陳
西
省
宝
鶏
鳳
閣
嶺
公
社
出
土
一
漕
運
代
文
物
」
『
文
物
』

　
｝
九
八
○
年
第
九
期

④
　
輿
桶
考
宵
隊
「
上
焦
村
棄
墓
清
理
簡
報
」
『
考
古
与
文
物
隔
一
九
八
○
年
第
二
期

二
　
春
秋
戦
国
期
の
秦
人
墓
制

⑤
雲
門
睡
農
地
秦
墓
報
智
裏
写
組
『
雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
』
文
物
出
版
社
、
…
九
八

　
一
年
九
月

⑥
韓
偉
「
略
論
映
西
春
秋
戦
国
秦
墓
」
『
考
古
与
文
物
』
｝
九
八
一
年
第
一
期

⑦
　
陳
平
「
試
論
関
中
秦
墓
青
銅
容
器
的
分
期
問
題
（
上
、
下
）
」
『
考
古
与
文
物
』

　
一
九
入
四
年
第
三
・
累
算

⑧
　
葉
小
燕
「
秦
墓
初
探
」
『
考
古
』
㎝
九
八
二
年
第
」
期

一
つ
の
人
間
集
圃
の
墓
制
を
追
究
す
る
の
な
ら
ば
、
ま
ず
そ
の
集
団
に
固
有
な
埋
葬
の
標
識
を
み
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
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秦
文
化
の
中
核
地
域
で
あ
っ
た
陳
西
地
区
の
春
秋
戦
国
期
秦
人
墓
を
例
に
と
る
こ
と
が
も
っ
と
も
有
効
で
あ
る
。

112　（884）

　
1
　
秦
人
墓
副
葬
品
の
編
年

　
聖
人
墓
の
代
表
的
な
副
葬
品
と
し
て
の
青
銅
器
・
陶
器
の
型
式
編
年
に
つ
い
て
は
、
諸
先
学
の
精
力
的
な
発
掘
調
査
と
検
討
に
よ
っ
て
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

り
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
後
に
論
ず
る
秦
人
墓
制
の
年
代
決
定
の
た
め
に
も
、
そ
れ
ら
の
研
究
成
果
を
総
合
的
に
整
理
し
て
お
き

た
い
。

　
①
副
葬
青
銅
器
（
図
－
）

　
心
墨
墓
か
ら
出
土
す
る
青
銅
器
は
、
陳
平
氏
の
研
究
成
果
に
従
え
ば
、
春
秋
型
と
戦
国
型
に
明
瞭
に
分
け
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
春
秋
型
副
葬
青
銅
器
〈
春
秋
型
1
・
H
・
懸
期
〉

　
秦
の
青
銅
器
の
春
秋
型
は
春
秋
早
期
か
ら
独
自
の
発
展
・
成
熟
・
定
形
化
を
経
て
、
戦
国
早
中
期
の
交
ま
で
流
行
す
る
。
器
種
構
成
は
基
本

的
に
西
周
以
来
の
伝
統
形
式
－
鼎
・
篶
・
壷
・
盤
・
曄
の
組
合
せ
を
見
せ
な
が
ら
、
秦
独
特
の
風
格
（
主
に
型
式
と
文
様
）
を
加
味
し
た
も
の

で
あ
る
。
そ
の
形
態
は
全
体
と
し
て
小
さ
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
典
型
器
量
の
型
式
変
化
を
示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
鼎
（
－
・
5
・
9
）
　
す
べ
て
無
蓋
。
全
体
と
し
て
重
厚
な
も
の
か
ら
、
薄
手
な
も
の
へ
と
変
化
し
て
い
く
。
ま
た
、
口
縁
部
の
直
立
す
る

耳
は
震
小
化
し
、
獣
足
は
太
く
て
短
い
も
の
か
ら
細
く
て
高
い
も
の
へ
変
わ
る
。

　
難
（
2
・
6
・
1
0
）
　
春
秋
型
に
の
み
存
在
し
、
蓋
部
は
匙
面
の
あ
る
丸
み
の
強
い
も
の
か
ら
匙
面
の
消
失
に
伴
い
平
た
い
も
の
へ
変
わ
る
。

腹
部
が
徐
々
に
浅
く
な
り
、
双
獣
耳
が
横
向
き
に
伸
び
る
。
脚
部
は
高
く
な
る
。

　
顧
（
3
・
7
・
1
1
）
　
甑
と
爾
と
が
分
離
鋳
造
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
一
体
鋳
造
に
な
り
、
爾
部
の
耳
が
失
わ
れ
る
。
甑
部
の
耳
は
直
立
し
た

口
縁
の
唇
部
に
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
小
型
化
が
進
む
と
と
も
に
細
身
に
な
り
、
爾
部
の
丸
味
は
失
わ
れ
甘
糟
化
す
る
。

　
壷
（
4
・
8
・
1
2
）
　
　
春
秋
型
に
は
断
面
方
形
の
壷
し
か
存
在
し
な
い
。
蓋
は
大
型
に
な
り
、
蓋
の
中
部
の
く
び
れ
は
き
つ
く
な
る
。
ま
た
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壷
部
は
下
ぶ
く
れ
の
器
形
を
も
つ
が
、
最
大
幅
の
位
置
は
徐
々
に
上
昇
し
、
全
体
と
し
て
細
身
に
な
り
、
脚
が
高
く
な
る
。
双
耳
は
腰
部
か
ら

口
縁
下
へ
移
り
、
獣
頭
状
耳
は
半
環
形
耳
に
変
化
す
る
。

　
こ
れ
ら
秦
人
の
春
秋
型
銅
器
は
春
秋
後
期
に
は
明
器
に
転
換
し
、
さ
ら
に
形
骸
化
の
過
程
を
た
ど
っ
て
戦
国
中
期
に
か
け
て
し
だ
い
に
消
滅

し
て
い
く
。

　
戦
国
型
副
葬
青
銅
器
く
戦
国
型
1
・
H
期
V

　
二
人
青
銅
器
の
戦
国
型
は
春
秋
型
と
は
全
く
違
っ
た
器
種
構
成
を
持
ち
、
戦
国
中
期
か
ら
中
原
地
域
の
青
銅
器
を
そ
の
ま
ま
模
範
と
し
、
し

だ
い
に
発
展
、
完
成
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
春
秋
型
の
典
型
と
し
た
直
立
し
た
耳
を
も
つ
無
蓋
の
鼎
、
高
上
で
や
や
蚕
豆
の
盤
、
甑
と
扇
と
が

分
離
鋳
造
の
方
頗
、
高
脚
で
大
型
蓋
の
方
壷
は
徹
底
的
に
消
失
し
、
代
わ
り
に
扁
球
形
の
鼎
（
三
傍
付
隆
起
蓋
、
耳
付
鼓
胴
腹
）
、
製
品
（
錺
と
呼
ぶ
）
、

円
壷
（
鍾
と
呼
ぶ
）
、
円
顧
（
釜
と
甑
と
が
分
離
鋳
造
）
、
小
口
釜
、
蒜
頭
壷
な
ど
が
主
流
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
一
群
は
急
速
に
出
現
し
、
流
行
し
、

型
式
変
化
を
あ
ま
り
見
せ
ず
、
秦
漢
ま
で
続
く
。
そ
の
典
型
器
種
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
鼎
（
1
3
・
1
6
）
　
　
終
始
短
足
、
三
鐙
付
の
隆
起
瓦
書
を
有
し
、
双
耳
付
の
扁
球
形
を
呈
す
る
。

　
瀬
　
　
大
体
に
お
い
て
、
上
の
甑
部
と
下
の
釜
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
戦
国
晩
期
～
肩
代
に
は
、
双
環
耳
な
い
し
単
三
耳
が
肩

に
付
く
小
口
釜
貝
「
黎
」
（
1
7
）
が
新
た
に
流
行
し
た
。

　
壷
　
　
中
原
文
化
様
式
に
属
す
る
錺
、
鍾
（
1
5
・
1
9
）
及
び
秦
式
蒜
頭
壷
（
1
8
）
、
青
頭
扁
壷
（
中
原
式
扁
壷
と
秦
磁
極
頭
壷
の
複
合
し
た
新
型
式
）
で

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
秦
人
青
銅
器
の
春
秋
型
と
戦
国
型
の
閾
に
は
連
続
性
が
な
く
、
戦
国
早
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
様
式
上
の
交
替
現
象
が
指
摘

で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
文
化
上
の
急
速
な
交
替
は
当
時
の
社
会
に
大
き
な
変
動
が
起
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
皇
国
が

統
一
帝
国
に
向
か
う
過
程
で
、
秦
的
な
青
銅
器
を
形
骸
化
さ
せ
る
一
方
、
中
原
地
域
に
お
け
る
欄
熟
し
た
青
銅
器
文
化
を
意
欲
的
に
直
接
導
入

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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秦の墓制とその起源（黄）

　
②
副
葬
陶
門
器
（
図
2
）

　
春
秋
戦
国
期
に
お
け
る
通
人
の
副
葬
陶
器
を
分
析
し
て
み
る
と
、
陳
平
琉
が
青
銅
器
に
対
し
て
春
秋
型
と
戦
国
型
に
分
け
た
認
識
が
陶
器
に

つ
い
て
も
適
用
で
き
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
春
秋
型
副
葬
陶
器

　
思
人
陶
器
の
春
秋
型
は
春
秋
早
期
か
ら
青
銅
礼
器
を
模
倣
し
た
特
有
の
陶
製
礼
盤
様
式
〈
鼎
（
－
・
8
・
1
4
）
、
篠
（
2
・
9
）
、
甑
（
4
．
6
．

12

E
1
6
）
、
董
（
1
0
・
1
5
・
1
9
）
、
無
蓋
豆
〉
を
主
流
と
す
る
一
方
、
伝
統
的
な
日
常
陶
器
の
組
合
せ
〈
隔
（
7
・
1
3
・
1
7
）
、
盆
、
罐
あ
る
い
は
広

口
罐
（
3
・
5
・
1
1
・
2
0
）
〉
も
西
周
時
代
以
来
ま
だ
続
け
て
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
該
期
の
秦
国
以
外
の
地
域
の
副
葬
陶
器
は
青
銅

礼
器
を
模
倣
し
た
も
の
が
全
く
見
ら
れ
ず
、
そ
の
器
種
構
成
は
在
来
陶
器
の
様
式
〈
爾
、
盆
・
豆
・
罐
〉
を
守
っ
て
い
る
。
秦
が
倣
銅
陶
製
礼

器
を
中
小
型
墓
で
普
遍
的
に
副
葬
し
て
い
る
こ
と
は
異
例
な
の
で
あ
る
。

　
元
来
、
黒
垂
機
器
を
持
つ
こ
と
は
、
そ
の
社
会
に
お
け
る
地
位
と
身
分
の
象
徴
と
し
て
意
味
を
持
ち
、
そ
れ
に
少
し
で
も
反
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
ほ
ど
中
原
地
域
に
お
い
て
伝
統
的
な
礼
制
は
固
く
守
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
陶
器
で
青
銅
礼
器
を
模
倣
す
る
こ
と
な
ど
は
戦
国
時

期
ま
で
許
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
春
秋
早
期
以
降
、
秦
国
に
お
い
て
陶
製
愛
器
が
既
に
量
的
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
中

原
諸
国
と
違
っ
て
、
秦
人
社
会
の
礼
制
の
基
盤
が
初
め
か
ら
弛
緩
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
地
域
的
特
色
と
も
み

な
せ
る
の
で
あ
る
。
な
お
春
秋
型
の
陶
製
礼
器
は
と
き
に
彩
色
を
施
す
も
の
が
あ
る
こ
と
が
特
徴
で
、
装
飾
性
に
お
い
て
発
達
を
遂
げ
て
い
る
。

　
秦
人
の
春
秋
型
陶
製
礼
器
に
お
け
る
型
式
変
遷
は
基
本
的
に
聖
人
の
春
秋
型
青
銅
器
と
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
戦
国
早
期
に
な
る
と
、
器

形
が
形
骸
化
し
、
戦
国
中
期
ま
で
に
は
ほ
ぼ
消
失
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
戦
国
型
副
葬
陶
器

　
秦
人
陶
器
の
戦
国
型
は
、
戦
国
期
に
入
り
中
原
地
域
で
新
た
に
確
立
し
た
倣
銅
陶
製
礼
器
〈
鼎
（
2
2
・
2
7
）
、
鍾
（
2
4
）
、
蒜
神
里
（
2
8
）
〉
　
（
春

秋
型
倣
銅
陶
製
礼
器
と
別
系
譜
の
も
の
）
と
、
日
常
容
器
〈
缶
（
2
1
・
2
6
）
、
甑
・
盆
（
1
8
・
2
3
）
、
罐
（
2
5
・
2
9
）
な
ど
〉
の
組
合
せ
を
そ
の
ま
ま
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導
入
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
春
秋
型
か
ら
戦
国
型
へ
の
移
行
は
戦
国
中
期
に
お
い
て
完
成
す
る
。
戦
国
晩
期
初
頭
に
は
、
大
型
の
罐
を
主
体

と
す
る
日
常
陶
器
の
割
合
が
著
し
く
高
く
な
り
、
秦
の
地
で
春
秋
晩
期
に
お
い
て
既
に
成
立
し
て
い
た
竈
・
倉
な
ど
の
明
器
も
増
加
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
秦
人
の
副
葬
陶
器
の
移
り
変
わ
り
も
副
葬
青
銅
器
の
そ
れ
と
対
比
で
き
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
春
秋
型
か
ら
戦
国
型
へ
の
移

行
疇
期
は
一
致
し
て
お
り
、
現
象
的
に
は
と
も
に
同
じ
中
原
地
域
文
化
の
波
を
被
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
陶
器
の
揚
合
は
礼

制
的
な
青
銅
器
よ
り
地
域
ご
と
の
定
着
性
が
強
く
、
文
化
上
の
交
替
は
緩
や
か
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
見
た
よ
う
に
、
副
葬
品
の
変
化
に
は
、
戦
国
早
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
秦
文
化
が
重
大
な
転
換
期
を
迎
え
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
秦
は
最
初
、
春
秋
期
に
は
中
原
諸
国
の
礼
制
を
強
く
志
向
し
な
が
ら
も
、
独
自
の
地
域
色
を
力
強
く
見
せ
て
い
た
。
そ
れ
が
当
時
の

大
変
革
命
に
お
け
る
諸
文
化
の
間
の
衝
突
と
融
合
を
経
て
、
戦
国
中
期
以
降
、
濃
厚
な
秦
文
化
の
要
素
が
徐
々
に
失
わ
れ
て
い
き
、
つ
い
に
中

原
文
化
に
合
流
し
た
と
言
え
る
。
こ
れ
は
中
国
全
体
が
統
一
的
気
運
を
も
っ
て
胎
動
し
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

秦の墓制とその起源（黄）

　
2
　
春
秋
戦
国
期
の
秦
人
墓
制
の
階
層
性

　
い
ま
見
た
よ
う
に
、
周
王
朝
か
ら
封
じ
ら
れ
て
立
国
し
た
秦
人
は
独
自
の
地
域
色
を
持
ち
な
が
ら
、
周
文
化
に
代
表
さ
れ
る
中
原
文
化
の
様

相
を
、
特
に
礼
の
踏
襲
を
志
向
し
て
い
た
ら
し
い
。
中
原
文
化
の
礼
制
に
関
し
て
、
『
舐
子
』
「
立
撃
」
に
は
、
「
度
爵
而
制
服
、
量
禄
下
用
財
。

…
…
修
生
時
有
軒
冤
、
服
位
、
谷
禄
、
煙
室
之
分
、
死
時
則
有
棺
榔
、
絞
裂
、
墳
黎
軽
度
」
と
あ
り
、
『
礼
記
』
「
曲
礼
」
に
は
、
「
無
田
禄
者

不
設
祭
器
」
と
あ
る
。
ま
た
礼
器
の
も
つ
数
に
関
し
て
は
『
公
羊
傳
』
「
桓
公
二
年
」
の
何
休
注
に
、
「
礼
祭
天
子
九
鼎
、
諸
侯
七
、
卿
大
夫
五
、

元
土
三
也
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
原
の
伝
統
礼
制
に
よ
る
と
墓
の
規
模
の
大
小
、
副
葬
品
の
種
類
や
数
量
な
ど
は
、
被
葬
者
生
理
の
爵
禄

に
規
制
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
股
周
時
代
の
墓
の
考
古
学
的
調
査
か
ら
そ
こ
に
中
凍
地
域
の
七
号
が
確
実
に
存
在
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
が
検
証
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
参
照
す
る
と
春
秋
戦
国
時
代
に
お
け
る
夢
人
墓
綱
に
以
下
の
よ
う
な
階
層
性
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
秦
雍
城
の
城
外
西
南
側
で
は
大
規
模
な
秦
公
陵
園
及
び
一
般
貴
族
の
中
・
小
型
墓
が
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
八
六
年
陳
西
臨
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③

臨
書
山
西
麓
の
坂
原
に
は
、
東
遷
し
た
戦
国
晩
期
の
秦
公
東
陵
（
秦
の
花
蕊
県
に
所
在
す
る
の
で
、
花
陵
と
も
呼
ぶ
）
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
調

査
成
果
に
基
づ
き
、
秦
人
群
は
構
造
や
副
葬
贔
な
ど
に
よ
っ
て
以
下
の
四
種
の
類
型
に
大
別
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
被
葬
者
の
階
層
と
対
応
す

る
。

　
大
　
　
型
　
　
墓

　
広
大
な
陵
園
を
も
ち
、
全
長
二
二
〇
m
～
三
〇
〇
m
で
、
「
亜
丁
字
形
・
「
中
」
字
形
墓
が
国
だ
っ
て
い
る
。
ま
た
「
甲
」
字
形
・
「
凸
」
字

形
・
「
目
」
字
形
墓
も
見
ら
れ
、
多
数
の
礼
器
を
副
葬
し
、
愚
人
・
犠
牲
・
車
馬
殉
葬
な
ど
を
伴
う
。
今
ま
で
唯
一
発
掘
調
査
さ
れ
た
秦
公
一

号
大
墓
を
例
に
と
っ
て
み
る
。

　
墓
は
主
軸
を
東
西
方
向
に
向
け
、
平
面
形
は
「
中
」
字
形
を
呈
す
る
。
面
積
五
三
三
四
㎡
で
あ
る
。
全
長
三
〇
〇
m
で
、
東
墓
詣
長
一
五
六

・
一
m
、
西
黒
道
長
八
四
・
五
m
を
計
る
。
墓
室
は
長
方
形
で
葉
西
五
九
・
四
m
、
南
北
三
八
・
四
五
～
三
八
・
八
m
、
深
さ
二
四
斑
で
あ
る
。

周
り
を
粘
土
版
築
や
木
炭
で
詰
め
る
。
柏
木
製
の
棺
榔
構
造
は
車
室
（
墓
室
中
央
「
四
・
四
×
五
・
六
×
五
・
六
m
）
と
副
帯
（
主
翼
の
西
南
側
六
．

笙
×
四
．
九
x
二
．
六
m
）
に
分
け
ら
れ
、
そ
の
間
に
通
過
小
門
が
あ
る
。
木
榔
は
断
面
の
一
辺
が
一
二
㎝
の
角
材
を
積
み
重
ね
、
側
壁
・
底
・

蓋
を
組
立
て
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

　
繰
り
返
し
盗
掘
さ
れ
た
た
め
、
墓
平
中
に
は
人
骨
が
残
ら
ず
、
副
葬
晶
な
ど
の
状
態
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
墓
石
の
ま
わ
り
に
木
棺
に
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

れ
ら
れ
た
一
六
六
人
の
殉
葬
者
や
埋
土
中
か
ら
検
出
さ
れ
た
祭
祀
（
P
）
人
骨
二
〇
体
が
あ
る
。
殉
葬
者
の
人
骨
は
す
べ
て
屈
葬
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
類
型
は
最
大
級
の
規
模
を
も
ち
、
ま
た
陵
園
の
配
置
や
殉
葬
者
の
膨
大
な
数
字
か
ら
見
て
、
秦
公
陵
墓
に
所
属
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

　
中
　
　
型
　
　
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
五
鼎
墓
（
鼎
を
五
つ
排
列
し
て
副
葬
し
た
墓
）
が
特
微
で
あ
る
。
陳
西
諺
県
宋
村
秦
墓
M
3
、
龍
頬
辺
家
村
M
1
を
代
表
と
す
る
。
長
方
形
竪
穴

式
墓
で
、
主
軸
は
東
西
方
向
を
向
く
。
面
積
二
四
㎡
前
後
で
、
木
棺
榔
構
造
を
も
ち
、
羊
犬
の
犠
牲
・
殉
入
・
車
馬
坑
が
あ
る
。
礼
器
の
セ
ッ
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ト
は
供
献
器
（
鼎
）
・
盛
食
器
（
盤
）
・
酒
器
（
壷
）
・
盟
電
器
（
盤
、
駆
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
基
本
的
な
組
合
せ
は
鼎
・
盤
・
壷
で
あ
り
、
そ
の

青
銅
礼
器
の
組
合
せ
に
は
鼎
5
、
箆
4
、
壺
2
、
甑
1
、
盤
1
、
距
1
の
規
制
が
見
ら
れ
、
そ
れ
は
西
周
の
列
鼎
魚
群
と
一
致
す
る
。

　
こ
う
し
た
類
型
の
墓
の
被
葬
者
は
、
列
鼎
制
度
や
墓
の
構
造
及
び
副
葬
品
の
構
成
よ
り
、
中
級
官
吏
層
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　
中
　
小
　
型
　
墓

　
三
鼎
墓
で
、
青
銅
製
な
い
し
陶
製
の
鼎
を
三
点
副
葬
す
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
長
方
形
竪
穴
式
墓
と
無
職
墓
と
が
あ
り
、
面
積
は
八
㎡
前
後

（
青
銅
礼
器
を
も
つ
）
と
五
㎡
ぐ
ら
い
（
陶
製
礼
器
を
も
つ
）
の
も
の
が
あ
る
。
木
棺
榔
を
も
ち
、
羊
犬
の
犠
牲
、
殉
人
や
車
馬
坑
が
あ
る
。
被
葬
老

は
人
骨
の
残
っ
て
い
る
限
り
、
屈
葬
が
絶
対
的
に
多
数
を
占
め
、
頭
位
は
西
な
い
し
西
北
向
き
で
あ
る
。
青
銅
礼
器
の
乙
種
の
組
合
せ
は
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

的
に
鼎
・
篠
・
壺
・
顧
（
鳳
翔
八
旗
屯
C
M
2
）
で
、
陶
製
礼
器
の
組
合
せ
に
は
鼎
・
難
・
壷
（
鳳
翔
八
旗
屯
B
M
1
1
）
が
あ
る
。

　
こ
の
類
型
の
三
鼎
墓
は
中
型
墓
と
の
対
照
か
ら
、
そ
の
被
葬
者
を
中
下
級
官
吏
層
に
相
当
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
小
　
　
型
　
　
墓

　
面
積
は
三
、
窺
前
後
で
、
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

　
①
類
：
青
銅
、
陶
製
の
二
鼎
或
い
は
一
鼎
墓
。
二
鼎
墓
の
形
態
や
礼
法
の
器
種
及
び
そ
の
組
合
せ
な
ど
は
三
鼎
墓
と
一
致
す
る
が
、
一
鼎
墓

に
あ
る
礼
器
の
組
舎
せ
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。
木
棺
榔
構
成
が
普
通
だ
が
、
重
棺
も
存
在
す
る
。
被
葬
者
は
属
葬
が
多
く
、
頭
位
は
西
向
き
を

主
と
す
る
。
園
圃
や
羊
犬
犠
牲
が
少
数
あ
り
、
車
馬
坑
の
代
わ
り
に
車
馬
具
を
副
葬
し
、
陶
製
明
器
の
倉
や
車
、
士
人
・
陶
馬
が
登
場
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

（
鳳
翔
高
荘
M
1
0
、
M
1
2
な
ど
）
。
こ
の
類
型
の
被
葬
者
は
下
級
官
吏
層
に
所
属
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
②
類
：
検
出
例
が
最
も
多
く
、
木
棺
を
も
ち
、
竪
穴
正
編
や
洞
謹
啓
は
規
則
的
に
配
列
さ
れ
、
形
態
も
よ
く
整
っ
て
い
る
。
被
葬
者
は
木
棺

を
も
ち
、
人
骨
頭
位
は
ほ
と
ん
ど
西
向
き
で
、
屈
葬
が
目
だ
っ
て
い
る
。
羊
犬
犠
牲
（
並
肉
の
み
）
も
あ
る
。
副
葬
品
と
し
て
の
陶
器
は
炊
器
・

食
器
・
水
器
三
種
の
実
用
器
種
を
主
と
し
、
そ
の
組
合
せ
は
扇
・
盆
・
罐
と
扇
・
豆
・
孟
の
二
二
が
あ
る
。
少
量
の
生
産
用
具
が
出
土
し
た
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

や
人
骨
の
頭
、
肩
、
足
、
胸
部
に
銅
鐡
が
射
込
ま
れ
た
例
（
西
安
半
披
戦
国
墓
M
…
…
、
M
8
6
）
も
あ
る
。
②
類
墓
は
副
葬
品
の
器
種
構
成
な
ど
か
ら
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戦
士
か
庶
民
の
墓
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
秦
人
墓
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
春
秋
戦
国
期
に
お
け
る
秦
人
墓
制
の
い
く
つ
か
の
様
相
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
ω
　
主
公
陵
墓
の
構
造
や
配
置
な
ど
は
ま
さ
し
く
股
代
王
陵
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
秦
公
一
号
大
墓
の
面
積
は
五
三
三
四
㎡
で
、

殿
代
王
陵
の
最
大
面
積
は
一
八
〇
三
・
五
㎡
（
竃
罵
H
刈
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
春
秋
晩
期
の
秦
公
大
墓
は
商
三
王
陵
よ
り
三
倍
ほ
ど
大
き
く
な
っ

て
い
る
。

　
②
　
雍
総
革
（
春
秋
中
期
～
戦
国
早
期
）
に
お
け
る
十
九
代
の
呑
気
は
依
然
と
し
て
、
「
中
」
字
形
墓
と
い
う
諸
侯
上
級
の
規
制
を
守
っ
て
い
る
。

だ
が
、
戦
国
晩
期
、
東
遷
し
た
後
の
秦
公
東
陵
に
な
る
と
、
す
で
に
「
亜
」
竿
形
墓
い
わ
ゆ
る
天
子
級
の
墓
に
変
わ
っ
て
い
る
。
先
秦
時
期
に

お
け
る
最
大
規
模
の
陵
墓
を
持
っ
た
秦
公
の
カ
が
天
子
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
強
く
な
っ
た
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
㈲
　
中
級
官
吏
以
上
の
墓
の
構
造
や
殉
人
・
車
馬
坑
及
び
副
葬
品
の
器
種
構
成
な
ど
を
見
る
と
秦
人
の
支
配
者
階
級
は
股
周
以
来
の
礼
制
を

懸
命
に
継
承
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
型
式
や
装
飾
文
様
に
は
秦
文
化
の
独
自
の
要
素
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
墓
制

に
お
け
る
独
自
の
要
素
は
、
中
小
型
置
の
あ
り
方
に
一
層
多
く
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
低
い
階
層
の
墓
制
ほ
ど
地
域
性
が
現
れ
や
す
い
か
ら

で
あ
る
。
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す
で
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
秦
人
の
大
型
墓
と
中
型
墓
は
中
原
の
歯
周
墓
調
を
志
向
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
目
下
そ
れ
ら
の
発
掘
調
査
は

少
な
く
、
資
料
の
制
限
が
あ
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
上
記
の
諸
類
型
す
べ
て
に
わ
た
る
具
体
的
な
様
相
を
同
列
に
検
討
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
。
一
方
、
秦
文
化
の
中
核
地
域
に
所
在
す
る
南
西
地
区
の
申
小
型
と
小
型
墓
は
調
査
例
が
多
く
、
そ
れ
ら
に
は
も
っ
と
も
秦

人
的
な
墓
制
の
特
徴
が
垣
嫉
み
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
次
節
以
下
は
主
に
そ
れ
ら
の
調
査
資
料
を
取
り
上
げ
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

す
る
。
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、

rノ（り＠
墜
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爲

、
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蕩
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　　蛮屈葬
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3
　
義
人
墓
を
特
徴
づ
け
る
埋
葬
方
式

　
筆
者
の
統
計
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
秦
雍
城
を
初
め
と
し
て
陳
西
関
中
地
区
で
検

出
さ
れ
た
春
秋
石
園
期
の
秦
人
墓
中
、
す
で
に
発
表
さ
れ
た
資
料
は
五
七
二
基
に
も

及
ぶ
。
そ
の
う
ち
わ
け
は
、
人
骨
が
残
ら
ず
、
状
態
不
明
の
も
の
が
一
〇
〇
基
で
、

総
数
の
一
八
％
、
伸
展
葬
が
六
一
基
で
、
総
数
の
一
一
％
な
の
に
対
し
て
、
屈
葬
は

四
一
一
基
あ
り
、
総
数
の
七
一
％
を
占
め
て
い
る
。
と
く
に
、
人
骨
の
埋
葬
方
式
の

明
確
な
四
七
二
基
の
う
ち
、
屈
葬
は
四
一
一
基
に
達
し
、
八
六
％
を
占
め
圧
倒
的
に

多
い
。
こ
の
統
計
結
果
は
屈
葬
が
秦
人
の
埋
葬
思
想
の
、
も
っ
と
も
大
き
な
特
徴
で

あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
い
う
秦
人
墓
に
特
有
な
屈
葬
の
形
式
に
は
多
様
な
も
の
が
あ
り
、

報
告
書
の
名
称
も
統
一
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
検
討
に
先
だ
っ
て
屈
葬
の
形
式

分
類
を
し
て
お
き
た
い
。
秦
人
の
屈
葬
は
意
識
的
な
も
の
で
あ
り
、
人
体
の
両
腕
・

両
足
を
一
定
の
形
状
に
曲
げ
て
固
定
す
る
。
そ
の
人
骨
の
両
腕
・
尚
足
の
位
置
に
よ

っ
て
、
四
つ
の
形
式
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
図
3
）
。

　
抱
屈
葬
：
両
手
で
両
膝
を
胸
に
抱
き
か
か
え
る
形
状
。
そ
れ
に
つ
れ
て
、
背
中
も

大
き
く
丸
め
た
形
に
な
る
（
－
）
。

　
脆
屈
葬
：
足
の
大
腿
骨
と
脛
骨
の
角
度
を
三
〇
度
前
後
と
し
て
、
ち
ょ
う
ど
人
間

の
ひ
ざ
ま
ず
い
た
形
状
に
な
る
。
背
中
は
す
で
に
ま
っ
す
ぐ
に
伸
び
、
両
腕
は
胸
の

前
に
組
ん
だ
状
態
に
な
る
（
2
）
。
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23　威陽黄鳥講

　　　矧4関連造跡地図
2　蘭州七黒河花纂子　3　柑磨景泰張家台
6　営粛濃口秦魏家

11・21　長安張家披
15・27　　鄭ゾ目二里樹

工9磯鶏李家E
24　映響銅川霧願

7　総懸永靖姫家川

12・22西安半波
16　映西鳳翔八旗屯

20　映西長武上目村

25鋏西大蕩朝邑

4　蘭州紅谷区土谷台
8・9　ゼ粛甘谷毛家坪

13　河南映県麟底構

17　陳西鳳翔高庄

21　映顛長安客省庄

湾
屈
葬
：
足
の
大
腿
骨
と
脛
骨
の
角
度
を
六
〇
度

～
九
〇
度
に
曲
げ
た
形
状
。
両
腕
は
や
や
下
が

っ
て
上
腹
部
付
近
で
組
ん
だ
格
好
に
な
る
（
3
）
。

　
微
屈
葬
・
足
の
大
腿
骨
と
脛
骨
の
角
度
を
一
二

〇
度
前
後
と
し
た
形
状
。
両
腕
は
下
腹
部
の
前
で

交
差
す
る
（
4
）
。

　
そ
れ
で
は
、
屈
葬
を
顕
著
な
特
色
と
す
る
論
人

の
墓
制
が
、
ほ
か
に
ど
の
よ
う
な
特
色
を
も
ち
、

そ
し
て
そ
れ
ら
が
時
代
の
経
過
に
と
も
な
い
ど
の

よ
う
に
現
れ
、
あ
る
い
は
消
え
て
い
く
の
か
、
ま

ず
藤
西
地
域
に
お
け
る
代
表
的
な
秦
人
墓
の
発
掘

調
査
資
料
を
取
り
上
げ
、
副
葬
青
銅
器
・
陶
器
の

型
式
編
年
に
基
づ
い
て
、
春
秋
戦
国
期
の
秦
人
墓

制
の
変
遷
を
調
べ
て
み
よ
う
（
図
4
）
。
そ
の
際
、

特
に
埋
葬
方
式
を
重
視
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
①
　
陳
西
宝
鶏
福
臨
墾
秦
人
墓
一
〇
基

　
こ
の
墓
地
に
お
け
る
副
葬
品
の
器
種
構
成
は
、

青
銅
器
で
は
秦
人
の
春
秋
型
青
銅
礼
譲
が
中
心
と

な
る
。
た
と
え
ば
、
一
号
墓
（
M
1
、
以
下
同
様
に
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秦の墓制とその起源（黄）

略
記
す
る
。
）
で
は
鼎
3
・
篠
2
・
蔵
1
・
方
壷
2
の
組
合
せ
が
見
ら
れ
る
。
　
一
方
、
陶
器
は
楽
人
の
春
秋
興
言
銅
礼
器
を
中
心
と
す
る
。
例
え

ば
M
3
で
は
鼎
3
・
盤
2
・
顧
1
・
方
壷
2
の
組
合
せ
と
な
っ
て
い
る
。
鼎
は
、
深
め
で
、
器
量
が
太
く
短
か
い
も
の
で
、
頗
が
甑
と
爾
と
の

分
離
鋳
造
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
春
秋
型
前
半
段
階
の
典
型
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

　
埋
葬
施
設
は
主
軸
が
東
西
方
向
、
西
頭
位
で
あ
り
、
す
べ
て
長
方
形
竪
穴
式
の
木
棺
榔
墓
で
あ
る
。
石
面
を
副
葬
し
、
犬
の
犠
牲
が
あ
る
。

　
埋
葬
方
式
は
、
三
瀬
は
人
骨
が
残
ら
ず
不
明
で
あ
る
が
、
あ
と
の
七
基
は
す
べ
て
屈
葬
で
、
と
く
に
抱
屈
葬
と
脆
屈
葬
が
特
徴
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
②
陳
西
鳳
翔
八
旗
屯
西
溝
道
秦
人
墓
二
六
基

　
こ
の
墓
地
は
秦
人
士
の
一
括
資
料
の
好
例
で
あ
る
。
副
葬
さ
れ
た
青
銅
器
、
陶
器
の
器
種
構
成
と
型
式
に
よ
り
、
二
六
基
の
墓
は
以
下
の
五

期
に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
一
期
　
M
8
、
M
1
6
、
M
1
8
の
よ
う
に
、
星
野
陶
製
礼
器
の
基
本
的
な
組
合
せ
が
見
ら
れ
（
M
8
　
鼎
2
・
箆
2
・
壷
2
・
豆
2
・
盤

1
）
、
秦
人
陶
器
の
春
秋
型
に
属
す
る
。
た
だ
し
鼎
3
、
雛
2
、
甑
1
、
野
壷
2
と
い
う
在
来
の
礼
器
数
の
規
制
は
崩
れ
て
い
く
傾
向
が
指
摘

で
き
る
。
ま
た
法
量
が
小
型
化
す
る
が
、
該
期
の
新
器
量
と
し
て
陶
画
（
食
糧
貯
蔵
倉
の
明
器
）
が
加
わ
る
。
年
代
は
春
秋
晩
期
に
位
置
づ
け
ら
れ

る
。　

第
二
期
　
M
3
～
M
5
、
M
9
、
M
1
3
、
M
1
7
、
M
2
6
、
M
2
7
の
よ
う
に
、
秦
人
青
銅
器
の
春
秋
型
が
さ
ら
に
明
器
化
す
る
一
方
、
箆
・
頗

の
器
形
は
消
失
し
て
い
る
。
戦
国
型
の
倣
銅
陶
製
礼
器
の
鼎
・
豆
・
壷
の
組
合
せ
が
認
め
ら
れ
、
生
活
用
陶
器
の
扇
・
盆
・
罐
の
組
合
せ
も
あ

る
。
陶
困
が
共
伴
し
て
い
る
。
年
代
は
戦
国
早
期
に
当
た
る
。

　
第
三
期
　
M
1
2
、
M
1
4
、
M
1
5
、
M
2
0
～
M
2
5
の
よ
う
に
、
器
種
構
成
が
簡
単
に
な
り
、
倣
銅
陶
製
礼
砲
に
加
え
、
稲
球
形
の
耳
付
鼎
や
高

足
深
腹
の
蓋
付
豆
が
特
徴
的
で
あ
り
、
秦
人
陶
器
の
戦
国
型
中
期
様
式
に
属
す
る
。
ま
た
、
爾
・
盆
・
罐
の
組
合
せ
が
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
年

代
は
戦
国
中
期
に
相
当
す
る
。

　
第
四
期
　
M
6
、
M
7
、
M
1
1
号
墓
が
代
表
例
で
、
同
種
構
成
は
鼎
工
臨
・
盆
・
罐
・
釜
を
中
心
と
す
る
。
秦
人
陶
器
の
戦
国
型
晩
期
の
特
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徴
を
示
し
、
年
代
は
戦
国
晩
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
第
五
期
　
M
2
、
M
1
0
、
M
1
9
が
該
当
す
る
。
日
常
生
活
用
器
の
鰹
・
盆
・
釜
を
主
と
し
て
副
葬
す
る
。
鉄
釜
や
秦
の
半
両
班
が
共
伴
物
と

し
て
出
土
す
る
こ
と
か
ら
、
秦
統
一
帝
国
時
代
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
骨
体
聖
岳
溝
道
遺
跡
に
は
長
方
形
竪
穴
式
墓
が
二
〇
基
あ
り
、
第
四
期
か
ら
横
穴
遮
蔽
室
墓
が
登
場
す
る
。
人
骨
頭
位
は
一
基
の
み

東
向
き
で
、
あ
と
の
二
五
基
は
す
べ
て
西
向
き
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
木
棺
榔
を
も
ち
、
人
骨
の
上
に
は
石
圭
類
が
散
乱
し
た
状
態
で
み
つ
か
っ

て
い
る
。
も
と
は
棺
か
榔
の
上
に
置
い
て
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
犬
の
犠
牲
、
車
馬
の
陪
葬
が
見
ら
れ
る
。

　
埋
葬
方
式
は
七
時
が
盗
掘
に
あ
い
、
人
骨
は
掩
乱
を
受
け
て
い
た
が
、
そ
の
他
は
、
伸
展
葬
一
基
（
第
五
期
の
M
1
0
）
を
除
く
と
屈
葬
が
一
八

基
を
占
め
る
。
公
表
さ
れ
た
わ
ず
か
の
図
版
か
ら
は
、
屈
葬
四
形
式
の
う
ち
抱
屈
葬
と
脆
屈
葬
が
特
徴
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
報
告
書

の
記
載
か
ら
は
他
の
報
告
書
同
様
、
こ
れ
以
上
詳
し
い
情
報
が
得
に
く
く
、
そ
の
た
め
屈
葬
の
形
式
の
分
析
が
な
か
な
か
進
め
に
く
い
。
し
か

表1　八旗屯西王道出土木棺長
　　　　　　　　（総数以外の単位・m）

＼遡・ 2 3　1　4・s

総数1・ 6 5 3

平均値
1．3so　1　1．37s　1　1．632　1　2．2so

最大副・姻…1・・2S　12・68

鮒値1・副・・51・・24　1・98

し
、
小
型
墓
に
お
け
る
木
棺
の
大
き
さ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
墓
地
の
屈
葬
形
式
の
変
化
の
プ
ロ
セ

ス
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
表
－
）
。

　
第
一
期
　
木
棺
の
大
き
さ
は
、
M
1
8
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
長
さ
一
ニ
ニ
○
×
幅
○
・
七
九
搬
前
後
と
短

小
で
あ
る
。

　
第
二
期
　
第
一
期
の
短
小
型
の
木
棺
は
引
続
き
あ
る
が
、
M
1
3
の
よ
う
な
長
さ
一
・
五
〇
×
幅
一
・
一
三
m

の
木
棺
や
M
2
6
の
よ
う
な
長
さ
一
・
六
〇
x
幅
○
・
七
六
m
（
該
期
最
長
）
の
木
棺
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
期
　
木
棺
の
大
き
さ
が
し
だ
い
に
大
き
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
M
1
2
の
木
子
は
長
さ
一
・
六
四
×
幅
○

・
八
九
m
で
、
M
1
5
の
木
口
は
長
さ
一
・
七
×
幅
○
・
七
九
皿
（
上
期
最
長
）
で
あ
る
。

　
第
四
期
　
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
M
1
1
の
よ
う
に
最
長
二
・
六
八
×
幅
○
・
七
九
m
に
達
す
る
も
の
も
あ

る
。
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秦の墓綱とその起源（黄）

　
第
五
期
　
小
型
木
棺
が
完
全
に
消
失
し
、
M
1
0
の
よ
う
な
長
さ
一
・
九
八
×
幅
○
・
六
四
m
の
木
棺
や
M
2
の
よ
う
な
長
さ
二
・
一
八
×
○

・
九
八
皿
の
木
棺
な
ど
が
平
均
的
な
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
墓
地
は
春
秋
晩
期
か
ら
秦
帝
国
時
代
に
至
る
各
時
期
を
通
じ
て
、
泰
人
の
屈
葬
の
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
地
が
秦

人
の
本
拠
地
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
よ
う
。
だ
が
上
記
の
検
討
の
結
果
、
第
一
期
か
ら
第
五
期
ま
で
短
小
型
の
木
棺
が
徐
々
に

長
大
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
木
棺
の
大
き
さ
が
被
葬
者
の
埋
葬
方
式
に
応
じ
た
機
能
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
木
棺
の

長
大
化
は
ま
さ
し
く
屈
葬
の
形
式
が
よ
り
屈
曲
度
の
弱
い
も
の
へ
、
即
ち
抱
屈
葬
・
脆
屈
葬
か
ら
鷺
屈
葬
・
微
屈
葬
、
さ
ら
に
伸
展
葬
へ
と
変

わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
③
陳
西
銅
川
覆
廟
秦
人
墓
二
五
基

　
こ
の
墓
地
の
副
葬
品
に
は
、
青
銅
器
は
な
く
、
日
常
生
活
用
陶
器
を
中
心
と
す
る
。
樹
種
構
成
は
基
本
的
に
は
爾
・
盆
・
罐
の
組
合
せ
を
見

せ
る
が
、
M
5
の
よ
う
な
、
鼎
・
盆
・
豆
・
瀬
・
壷
・
広
口
罐
・
困
の
組
合
せ
も
あ
る
。
そ
の
丁
香
と
型
式
は
八
面
屯
の
帝
人
墓
に
対
比
す
る

と
、
前
漢
早
期
に
属
す
る
と
報
告
さ
れ
た
M
2
5
以
外
、
そ
れ
ぞ
れ
春
秋
晩
期
～
戦
国
中
期
に
あ
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
特
徴
的
な
も
の

は
彩
色
画
人
儒
と
陶
製
鳥
、
牛
、
羊
、
犬
な
ど
の
明
器
桶
で
あ
る
。
埋
葬
施
設
は
主
軸
が
東
西
方
向
を
主
と
し
、
幹
骨
頭
位
は
西
向
き
が
二
三

基
で
、
絶
対
多
数
を
占
め
る
。
木
棺
榔
を
も
つ
、
長
方
形
竪
穴
式
墓
で
あ
る
。
埋
葬
方
式
は
三
々
が
麗
乱
の
た
め
不
明
で
あ
る
が
、
あ
と
の
ニ

ニ
基
は
す
べ
て
屈
葬
で
、
典
型
的
な
抱
屈
葬
と
脆
屈
葬
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
④
　
陳
西
長
武
上
孟
村
秦
人
墓
二
八
基

　
一
四
基
の
墓
は
容
器
を
副
葬
せ
ず
、
あ
と
の
一
四
基
に
陶
器
の
副
葬
が
確
認
さ
れ
た
。
報
告
さ
れ
た
M
2
7
が
唯
一
青
銅
器
を
副
葬
し
、
秦
人

銅
器
の
春
秋
型
晩
期
に
属
す
る
鼎
1
・
甑
1
が
あ
っ
た
。
ま
た
陶
器
は
日
常
生
活
用
の
器
種
の
組
合
せ
が
中
心
で
、
属
人
陶
器
の
戦
国
型
に
属

す
こ
と
が
わ
か
る
。
M
2
6
で
は
心
心
1
、
漏
1
、
笙
2
・
甑
1
・
壷
1
・
豆
1
（
四
つ
の
彩
色
陶
器
が
あ
る
）
の
組
合
せ
が
認
め
ら
れ
、
総
じ
て
春

秋
晩
期
～
戦
国
前
期
に
お
け
る
新
旧
の
典
型
的
な
器
種
の
混
在
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
墓
地
の
年
代
は
春
秋
晩
期
か
ら
戦
国
前
期
頃
に
位
置
づ
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け
ら
れ
る
。

　
埋
葬
施
設
の
主
軸
は
東
西
方
向
で
、
人
骨
頭
位
は
西
向
き
が
中
心
で
あ
る
。
す
べ
て
木
棺
榔
を
も
つ
長
方
形
竪
穴
単
勝
で
あ
る
。
石
圭
の
副

葬
と
犬
の
犠
牲
が
あ
る
。
埋
葬
方
式
は
伸
展
葬
が
二
基
あ
り
、
あ
と
の
二
六
基
は
屈
葬
で
、
屈
葬
四
形
式
の
中
で
脆
屈
葬
、
変
屈
葬
が
中
心
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
⑤
陳
西
鳳
翔
高
庄
秦
人
墓
四
六
基

　
出
土
し
た
副
葬
青
銅
器
、
陶
器
の
心
墨
構
成
と
型
式
に
よ
り
、
四
六
基
の
墓
は
五
期
に
分
け
ら
れ
る
。

　
第
一
期
　
三
鼎
墓
が
存
在
す
る
。
隣
人
青
銅
器
の
春
秋
型
晩
期
に
属
す
る
小
型
、
粗
製
の
鼎
・
壷
・
藪
と
陶
製
礼
器
の
箆
・
盤
・
匝
二
扇
が

セ
ッ
ト
に
な
り
、
ま
た
盆
・
罐
も
見
ら
れ
る
。
秦
人
陶
器
の
春
秋
型
晩
期
に
属
す
る
倣
銅
陶
製
礼
器
は
そ
の
大
部
分
が
彩
色
さ
れ
、
鼎
・
釜
・

壷
・
豆
・
盤
・
厘
・
顧
が
あ
る
。
ま
た
陶
圏
・
銅
帯
鈎
が
新
し
く
副
葬
品
に
加
わ
る
。
年
代
は
春
秋
晩
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
第
二
期
　
第
一
期
の
様
相
を
引
き
継
ぐ
が
、
春
秋
型
の
青
銅
隠
男
は
さ
ら
に
小
型
化
し
、
明
器
化
し
た
。
陶
製
壼
の
双
耳
は
著
し
く
大
き
く

な
り
、
彩
色
陶
器
は
減
少
す
る
。
年
代
は
戦
国
早
期
に
あ
た
る
。

　
第
三
期
　
器
種
構
成
が
単
純
化
し
、
生
活
用
器
が
中
心
と
な
る
。
基
本
的
な
組
合
せ
は
戦
国
型
の
鼎
・
豆
・
壷
で
、
鼎
・
盆
・
罐
・
盆
の
組

合
せ
も
あ
る
。
彩
色
陶
器
は
極
め
て
稀
で
、
日
常
生
活
容
器
の
甑
と
釜
が
新
し
く
加
わ
る
。
年
代
は
戦
国
中
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
第
四
期
　
陶
器
の
器
種
構
成
は
基
本
的
に
懸
人
陶
器
の
戦
国
馬
素
・
壼
・
禽
・
罐
の
組
合
せ
に
な
っ
て
い
る
。
ま
れ
に
戦
国
型
鼎
・
錺
が
あ

り
、
半
両
銭
の
副
葬
も
登
揚
す
る
。
年
代
は
戦
国
晩
期
に
あ
た
る
。

　
第
五
期
　
基
本
的
に
は
日
常
生
活
容
器
の
盆
・
罐
・
缶
・
壷
の
組
合
せ
で
あ
る
。
該
期
の
典
型
的
な
副
葬
晶
と
し
て
は
、
陶
缶
∵
鉄
剣
∴
鉄

釜
・
空
説
・
慰
物
壷
や
銅
鼎
・
錺
・
鏡
・
半
弓
銭
が
あ
り
、
さ
ら
に
鉄
製
道
具
類
も
増
加
し
て
い
る
。
秦
の
統
一
帝
国
時
代
に
あ
た
る
。

　
以
上
の
五
期
区
分
に
墓
づ
き
、
こ
の
墓
地
の
墓
制
を
見
て
み
よ
う
。

　
埋
葬
施
設
の
主
軸
は
基
本
的
に
東
西
方
向
で
あ
る
。
人
骨
頭
位
は
西
向
き
が
主
で
、
と
く
に
、
第
一
・
二
期
に
は
西
頭
位
が
固
く
守
ら
れ
て
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い
た
が
、
そ
の
後
、
第
三
期
の
M
2
、
第
四
期
の
M
3
9
、
第
五
期
の
M
1
6
、
M
4
5
、
M
4
7
と
北
頭
位
が
増
加
す
る
。

　
第
一
・
二
期
は
、
す
べ
て
長
方
形
竪
穴
式
量
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
第
三
期
に
入
る
と
、
長
方
形
竪
穴
式
墓
（
6
基
）
に
変
わ
っ
て
、
洞
門
墓

（
9
基
）
が
主
と
な
る
。
そ
し
て
第
四
・
五
期
に
は
す
べ
て
洞
室
墓
に
な
る
。
全
般
的
に
木
棺
榔
を
も
ち
、
羊
・
犬
の
犠
牲
や
殉
葬
者
も
あ
る
。

　
埋
葬
方
式
に
つ
い
て
は
、
一
三
基
は
人
骨
が
残
ら
ず
状
況
不
明
で
あ
る
が
、
二
三
基
の
屈
葬
と
一
〇
基
の
伸
展
葬
が
認
め
ら
れ
る
。

　
第
一
二
一
期
の
墓
葬
は
す
べ
て
羅
葬
で
、
被
葬
老
を
納
め
る
木
棺
の
大
き
さ
は
最
小
の
も
の
で
長
さ
一
・
一
×
幅
○
・
五
五
m
（
M
1
8
）
、
最

大
で
も
長
さ
一
・
四
五
×
幅
○
・
七
二
m
（
M
4
8
）
と
短
小
で
あ
る
。
こ
う
い
う
成
人
用
短
小
型
木
棺
の
構
造
か
ら
す
る
と
、
墓
地
形
成
初
期
に

は
抱
屈
葬
と
脆
屈
葬
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
第
三
期
に
入
る
と
、
一
五
基
の
屈
葬
墓
に
加
え
、
伸
展
葬
が
二
基
検
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
屈
葬
墓
の
木
棺
の
大
き
さ
は
、

M
9
の
よ
う
に
長
さ
一
・
三
×
幅
○
・
六
皿
と
最
小
規
模
の
も
の
も
残
る
が
、
M
4
0
の
よ
う
に
長
さ
一
・
九
×
○
・
九
二
と
長
大
化
し
た
も
の

も
多
く
な
る
。
八
旗
屯
墓
地
と
同
様
に
こ
こ
で
も
木
棺
の
長
大
化
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
埋
葬
方
式
の
変
化
を
ま
さ
し
く
反
映
し
た
も
の

で
あ
り
、
属
葬
四
聖
の
中
で
は
、
変
屈
葬
・
微
屈
葬
が
し
だ
い
に
主
と
な
り
、
本
来
の
典
型
的
な
秦
人
の
屈
葬
形
式
が
崩
れ
て
行
っ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
第
四
期
の
墓
は
三
々
と
少
な
い
が
、
そ
の
う
ち
二
基
は
確
実
に
伸
展
葬
で
あ
る
。
ま
た
第
五
期
に
属
す
る
一
〇
基
も
、
人
骨
が
不
明
の
四
基

を
除
い
て
、
あ
と
の
六
基
は
す
べ
て
伸
展
葬
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
戦
国
中
期
か
ら
秦
帝
国
時
代
に
か
け
て
、
病
人
墓
制
が
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
、
屈
葬
か
ら
伸
展
葬
へ
の
移
行
が
こ
こ
で

も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
⑥
　
陳
西
西
安
半
披
秦
人
墓
一
＝
一
基

　
発
掘
調
査
し
た
＝
二
嚢
中
、
副
葬
品
を
も
っ
て
い
る
も
の
は
六
三
基
に
と
ど
ま
る
が
、
そ
の
う
ち
、
三
三
基
の
墓
か
ら
は
合
計
五
七
点
の

陶
器
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
れ
に
は
秦
の
戦
国
型
陶
器
で
あ
る
扇
・
釜
（
報
告
書
が
融
と
呼
ぶ
）
・
孟
・
壷
と
繭
形
壷
・
罐
が
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
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る
。
ま
た
副
葬
品
と
し
て
、
青
銅
器
で
は
鏡
、
扇
頭
、
帯
鈎
、
鈴
、
環
、
印
鑑
な
ど
三
六
点
、
鉄
製
品
で
は
帯
解
や
生
産
用
具
な
ど
二
四
点
を

含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
の
副
葬
品
は
戦
国
中
晩
期
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

　
半
披
遺
跡
の
埋
葬
施
設
は
主
軸
が
東
西
方
向
、
西
頭
位
が
中
心
で
該
期
に
お
い
て
も
強
い
伝
統
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た
木
棺
榔
を
も
つ
長
方

形
竪
穴
式
墓
が
わ
ず
か
一
一
基
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
木
棺
榔
を
も
つ
洞
窟
墓
が
一
〇
一
基
存
在
し
、
こ
の
墓
地
の
総
数
の
九
〇
％
を
占
め
て

い
る
。
そ
の
よ
く
整
っ
た
洞
室
墓
の
構
造
か
ら
見
る
と
、
す
で
に
洞
室
墓
の
成
熟
し
た
段
階
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
洞
室
墓
溝
造
の

画
一
性
と
配
列
の
集
中
性
、
ま
た
前
で
触
れ
た
よ
う
に
銅
器
の
射
込
ま
れ
た
二
尉
の
人
骨
の
存
在
は
、
こ
の
墓
地
が
戦
死
者
の
墓
地
で
あ
る
こ

と
を
推
定
さ
せ
る
。

　
埋
葬
方
式
は
、
三
基
が
人
骨
が
残
ら
ず
不
明
で
あ
る
ほ
か
は
、
伸
展
葬
が
五
基
、
屈
葬
が
一
〇
四
基
検
出
さ
れ
て
お
り
、
後
老
が
絶
対
多
数

を
占
め
て
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
、
黒
人
の
屈
葬
四
式
は
す
べ
て
揃
っ
て
お
り
、
中
で
も
抱
屈
葬
と
脆
屈
葬
が
中
心
で
あ
る
。
出
土
し
た
副
葬

品
が
少
な
い
た
め
、
時
期
区
分
が
困
難
だ
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
五
基
の
伸
展
葬
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
M
9

を
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
と
、
そ
の
副
葬
品
は
戦
国
晩
期
型
陶
釜
・
壷
及
び
銅
製
、
鉄
製
の
帯
鈎
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
M
8
9
に
は
、

愚
説
一
点
が
納
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
時
期
的
に
新
し
い
段
階
に
属
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
五
基
の
伸
展
葬
の
う

ち
わ
け
は
、
鶴
翼
が
西
頭
位
で
、
三
基
が
北
頭
位
と
な
っ
て
お
り
、
西
頭
位
優
位
の
形
勢
が
逆
転
し
て
い
る
。
半
披
遺
跡
は
他
雨
跡
に
比
べ
て

屈
葬
、
西
頭
位
の
原
則
が
強
く
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
新
し
く
な
る
と
確
実
に
そ
れ
ら
の
約
束
が
薄
れ
て
い
く
こ

と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
⑦
　
陳
西
宝
鶏
李
家
崖
秦
人
墓
三
六
基

　
器
種
構
成
は
日
常
生
活
容
器
が
特
微
で
、
鼎
・
盒
・
釜
・
罐
、
扇
な
ど
す
べ
て
秦
人
陶
器
の
戦
国
晩
期
型
に
属
す
る
。
ま
た
共
融
す
る
遣
物

と
し
て
銅
鏡
、
銅
帯
鈎
、
刀
子
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
こ
の
墓
地
の
年
代
は
戦
国
晩
期
と
考
え
ら
れ
る
。

　
埋
葬
施
設
は
三
六
基
中
、
主
軸
が
明
確
な
も
の
は
一
八
基
の
み
で
、
東
西
方
向
と
南
北
方
向
と
が
拮
抗
す
る
。
人
骨
頭
位
は
一
八
基
の
う
ち
、
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西
向
き
が
八
基
、
東
向
き
一
基
で
、
ま
た
北
向
き
四
重
、
南
向
き
一
基
、
北
西
向
き
三
基
と
不
統
一
で
あ
る
。
構
造
は
木
棺
榔
を
も
つ
長
方
形

竪
穴
式
墓
が
五
基
の
み
で
、
あ
と
の
一
三
基
は
す
べ
て
洞
室
墓
と
な
っ
て
い
る
。

　
埋
葬
方
式
は
三
六
基
中
、
一
四
基
は
人
骨
が
残
っ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
伸
展
葬
が
一
基
、
屈
葬
が
一
＝
基
で
あ
る
。
秦

人
の
独
特
な
屈
葬
四
式
の
う
ち
、
脆
屈
葬
・
湾
屈
葬
を
中
心
と
し
て
、
さ
ら
に
微
屈
葬
が
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
抱
屈
葬
は
す
で
に
見
当

た
ら
な
い
。

　
な
お
、
M
2
9
か
ら
は
籔
書
銅
印
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
王
醗
」
と
い
う
二
文
字
を
上
下
に
並
べ
て
陰
刻
し
た
「
半
印
」
で
あ
る
。

『
十
三
州
志
』
に
は
、
「
有
早
出
夫
、
得
假
半
章
印
」
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
半
印
を
持
つ
被
葬
者
は
秦
国
の
小
官
吏
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
⑧
陳
西
威
陽
黄
家
溝
秦
人
墓
四
八
基

　
墓
地
は
威
陽
原
に
立
地
し
、
秦
帝
国
の
都
城
威
陽
の
西
北
に
位
置
す
る
。
質
種
構
成
は
M
4
3
の
鼎
2
・
壼
2
の
組
合
せ
が
あ
り
、
罪
人
銅
器

の
戦
国
型
初
期
に
属
す
る
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
黒
人
の
戦
国
型
陶
器
の
組
満
せ
で
あ
る
。
と
く
に
鼎
・
豆
・
壺
・
罐
（
M
3
3
の
よ

う
な
戦
国
中
期
の
様
式
）
か
ら
鼎
・
盆
・
壷
・
罐
（
M
1
0
・
M
2
5
の
よ
う
な
戦
国
晩
期
の
様
式
）
へ
の
移
行
過
程
の
組
合
せ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
ま

た
日
常
生
活
容
器
と
し
て
の
罐
・
壷
・
釜
が
あ
り
、
戦
国
晩
期
の
特
徴
で
あ
る
露
国
壷
や
車
頭
壷
及
び
銅
鏡
、
銅
帯
鈎
、
鉄
器
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
遺
物
の
検
証
に
よ
り
、
当
墓
地
の
年
代
は
戦
国
中
期
の
も
の
が
数
基
有
り
、
そ
の
他
は
す
べ
て
戦
国
晩
期
～
秦
帝
国
統
一
時
期
に
当

た
る
と
言
え
る
。

　
埋
葬
施
設
の
、
主
軸
は
東
西
方
向
が
中
心
で
あ
る
が
、
新
し
く
な
る
に
つ
れ
南
北
方
向
の
も
の
が
増
え
る
。
頭
位
は
西
向
き
を
主
と
す
る
が

東
向
き
・
北
向
き
・
南
向
き
も
あ
る
。
構
造
は
木
棺
榔
を
持
ち
、
長
方
形
竪
穴
式
墓
が
二
〇
基
、
横
穴
式
洞
々
墓
が
一
一
一
基
あ
る
。
特
に
、
そ

の
時
期
差
を
考
慮
す
れ
ば
、
長
方
形
竪
穴
式
墓
が
徐
々
に
横
穴
式
洞
室
墓
に
移
り
変
わ
っ
て
い
く
傾
向
が
看
取
さ
れ
る
。
ま
た
す
べ
て
に
羊
・

犬
な
ど
の
犠
牲
獣
骨
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

　
埋
葬
方
式
は
、
屈
葬
が
二
三
基
な
の
に
対
し
て
、
伸
展
葬
が
二
五
基
と
や
や
多
数
を
占
め
る
。
こ
の
伸
展
葬
は
、
戦
国
中
期
に
属
す
る
も
の
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は
四
基
に
過
ぎ
な
い
の
に
紺
し
て
、
戦
国
晩
期
に
入
る
と
一
六
基
に
増
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
戦
国
末
か
ら
秦
帝
国
統
一
時
期
に
か
け
て
の

六
基
中
、
伸
展
葬
は
五
基
と
高
率
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
の
薄
葬
四
身
を
分
析
し
て
み
る
と
、
抱
屈
葬
は
最
初
か
ら
な
く
、
脆
屈
葬
・

湾
屈
葬
の
比
率
は
時
代
の
経
過
に
伴
っ
て
減
少
し
、
新
し
く
な
る
と
全
体
と
し
て
微
屈
葬
が
多
く
な
る
様
相
が
看
取
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

黄
家
溝
墓
地
も
秦
人
の
墓
制
の
変
遷
過
程
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
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4
　
征
服
地
に
お
け
る
秦
人
の
墓
制

　
以
上
、
秦
国
の
中
核
地
域
で
あ
る
険
西
地
区
の
確
実
な
母
人
墓
を
例
に
取
り
、
そ
の
特
徴
を
考
え
て
き
た
が
、
次
に
遠
く
離
れ
た
地
域
に
あ

り
な
が
ら
、
秦
人
の
墓
地
で
あ
る
こ
と
が
確
実
に
分
か
る
例
を
調
べ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
①
内
蒙
古
准
格
爾
旗
秦
人
墓
一
四
基

　
こ
の
地
は
上
中
地
域
か
ら
陰
山
、
大
身
南
北
と
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
の
一
つ
で
、
副
葬
品
の
中
に
、
「
（
秦
の
始
皇
帝
）
十
二
年
上
郡
黄
」
、
「
広

術
」
の
銘
文
の
あ
る
銅
矛
や
「
広
衛
壷
」
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
そ
こ
が
秦
漢
時
期
の
広
術
県
城
の
所
在
地
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

『
史
記
』
「
秦
本
紀
」
に
よ
り
、
戦
国
（
G
．
b
。
o
。
切
●
O
・
）
期
に
秦
に
帰
属
し
て
か
ら
秦
の
滅
亡
ま
で
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
で
調
査
さ
れ
た
一
四
基
の
墓
葬
は
一
～
恥
期
に
分
け
ら
れ
て
い
て
、
お
お
よ
そ
戦
国
晩
期
～
秦
帝
国
期
に
相
当
す
る
。

　
器
種
風
成
は
戦
国
晩
期
の
上
人
墓
に
…
般
的
な
日
常
生
活
容
器
の
銅
鐸
や
陶
釜
・
罐
・
壼
な
ど
を
も
ち
、
工
人
の
中
核
地
域
で
あ
る
険
西
地

区
の
出
土
品
と
よ
く
一
致
す
る
。

　
埋
葬
施
設
は
主
軸
が
東
西
方
向
を
主
と
す
る
が
、
人
骨
頭
位
は
東
向
き
が
多
く
、
北
向
き
が
二
基
で
、
西
向
き
が
一
基
あ
る
。
す
べ
て
木
棺

榔
を
も
つ
長
方
形
竪
穴
式
墓
で
、
牛
と
羊
の
犠
牲
が
見
ら
れ
る
。

　
埋
葬
方
式
は
一
四
基
中
、
伸
展
葬
が
四
基
な
の
に
対
し
て
、
屈
葬
が
一
〇
基
あ
る
。
屈
葬
形
式
は
秦
人
独
自
の
四
形
式
が
い
ず
れ
も
存
在
し
、

例
え
ば
、
八
・
M
5
が
抱
屈
葬
で
、
八
・
M
7
が
脆
屈
葬
、
塊
・
M
2
、
M
4
が
そ
れ
ぞ
れ
葎
屈
葬
と
微
屈
葬
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
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や
は
り
屈
葬
程
度
が
徐
々
に
緩
や
か
に
な
る
傾
向
が
指
摘
で
き
る
。
な
お
、
こ
の
墓
地
で
は
漢
代
初
期
ま
で
微
屈
葬
が
残
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
②
　
湖
北
雲
夢
睡
虎
地
秦
人
墓
一
二
基

　
雲
夢
県
は
戦
国
晩
期
か
ら
秦
の
南
郡
の
安
陸
県
に
隷
属
し
た
。
睡
虎
地
の
墓
地
は
、
M
7
の
木
黒
門
上
部
の
横
木
に
あ
る
陰
刻
「
（
秦
の
昭
王
）

五
十
一
年
（
卜
。
㎝
①
b
d
・
O
．
）
曲
書
士
五
邦
」
よ
り
年
代
の
一
点
を
押
さ
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
M
2
か
ら
二
点
の
私
信
木
腰
が
出
土
し
、
M
1
1
で
は
一

一
五
五
点
の
竹
簡
文
書
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
今
日
も
っ
と
も
重
要
な
秦
の
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
M
1
1
か
ら
出
土
し
た
『
編
年

記
』
か
ら
、
被
葬
老
の
「
喜
」
は
、
秦
の
始
皇
帝
三
三
年
（
・
。
ミ
炉
O
●
）
に
四
六
歳
で
死
去
、
生
前
に
は
令
史
類
の
下
級
官
吏
だ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　
こ
こ
で
の
器
種
構
成
は
、
二
通
り
に
分
け
ら
れ
る
。
一
つ
は
陶
製
甕
・
孟
・
甑
・
黎
と
青
銅
鼎
・
黎
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
陶
製
甕
・
孟
・

甑
・
黎
・
繭
形
壷
・
盒
と
青
銅
鼎
・
黎
・
蒜
頭
壷
・
銑
で
あ
る
。
こ
の
雲
夢
睡
虎
地
は
か
つ
て
楚
文
化
の
根
強
い
領
域
に
所
在
し
た
が
、
以
上

の
副
葬
品
類
に
は
、
楚
文
化
の
伝
統
礼
器
一
鼎
・
箆
・
壷
と
鼎
・
敦
工
面
の
組
合
せ
が
い
っ
さ
い
な
く
、
こ
れ
と
は
対
照
的
に
陳
西
地
区
の

秦
人
事
副
葬
容
器
の
戦
国
型
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
戦
国
期
の
楚
地
で
わ
ざ
わ
ざ
秦
の
紀
年
を
使
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
れ
ば
、
こ
の
墓
葬
の
あ
り
方
は
ま
さ
に
秦
人
の
直
接
の
移
動
を
示
す
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。

　
雲
譲
睡
虎
地
の
埋
葬
施
設
は
、
主
軸
を
七
基
が
東
西
方
向
に
、
五
基
が
南
北
方
向
に
向
け
て
い
る
。
す
べ
て
木
棺
榔
を
も
つ
長
方
形
竪
穴
式

墓
で
、
牛
、
馬
、
羊
の
犠
牲
が
認
め
ら
れ
る
。

　
埋
葬
方
式
は
南
方
地
域
の
自
然
環
境
に
制
限
さ
れ
て
、
人
骨
の
保
存
状
況
が
よ
い
も
の
は
稀
で
、
計
一
二
基
の
う
ち
撃
壌
は
人
骨
が
残
っ
て

い
な
か
っ
た
。
あ
と
の
三
墓
の
う
ち
、
伸
展
葬
が
二
基
あ
る
が
、
微
屈
葬
が
一
基
（
M
1
1
、
令
史
の
喜
）
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

5
　
春
秋
戦
国
期
の
秦
の
墓
制
と
そ
の
移
り
変
わ
り

こ
こ
で
、
春
秋
戦
国
期
か
ら
秦
帝
国
の
統
一
時
代
に
か
け
て
の
副
葬
品
以
外
の
聖
人
の
墓
制
の
特
徴
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。
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ま
ず
埋
葬
主
体
の
主
軸
は
東
西
方
向
に
と
る
の
が
一
貫
し
て
主
流
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
人
骨
頭
位
は
西
向
き
が
中
心
で
あ
っ
た
。
と

く
に
前
期
に
お
い
て
、
西
向
き
は
絶
対
多
数
を
占
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
後
期
に
入
る
と
北
向
き
も
現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
構
造
は
、

春
秋
期
に
は
長
方
形
竪
穴
式
墓
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
戦
国
期
前
後
か
ら
横
穴
式
洞
室
墓
へ
徐
々
に
変
わ
っ
て
い
く
。
な
お
構
造

の
変
化
に
関
係
な
く
、
木
棺
榔
を
持
つ
も
の
が
普
通
で
、
祭
祀
用
の
機
能
を
も
つ
石
圭
や
羊
・
犬
な
ど
の
動
物
犠
牲
及
び
殉
葬
者
も
あ
る
。

　
そ
し
て
何
よ
り
秦
人
選
の
埋
葬
方
式
は
屈
葬
が
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
る
。
中
小
型
墓
だ
け
に
限
ら
れ
ず
、
大
型
墓
の
殉
葬
者
に
至
る
ま
で
意

識
的
に
強
く
採
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
秦
人
中
核
地
域
の
陳
西
地
区
に
は
、
春
秋
戦
國
期
を
通
じ
て
屈
葬
の
平
均
比
率
は
八
六
％
前
後
に
達

し
て
い
る
。
と
く
に
筆
端
長
武
上
畳
村
・
西
安
悪
露
に
お
け
る
婦
人
墓
で
は
、
屈
葬
の
比
率
は
も
っ
と
も
高
く
、
九
三
％
に
も
達
し
て
い
る
。

　
こ
の
所
見
は
こ
れ
ま
で
の
通
説
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
が
、
屈
葬
の
比
率
の
変
化
を
分
析
し
て
み
た
結
果
、
全
体
と
し
て
時

期
的
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
戦
国
後
期
以
降
、
秦
人
墓
の
屈
葬
比
率
は
逆
に
減
少
の
傾
向
を
見
せ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。
代
表
的
な
例
と
し
て
は
、
陳
西
鳳
翔
高
庄
に
お
け
る
戦
国
期
の
詩
人
墓
で
、
屈
葬
の
比
率
が
六
〇
％
前

後
を
占
め
る
の
に
対
し
、
戦
国
後
期
か
ら
秦
統
一
期
に
か
け
て
の
威
陽
黄
家
溝
の
秦
人
墓
資
料
に
な
る
と
、
屈
葬
の
比
率
は
四
七
％
へ
減
少
し

て
い
る
。
当
然
な
が
ら
こ
の
動
き
に
反
比
例
し
て
、
戦
国
期
以
降
、
伸
展
葬
の
比
率
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
く
。
例
え
ば
、
陳
西
長
武
上
孟
村

で
は
春
秋
、
戦
国
の
過
渡
期
に
属
す
る
秦
人
墓
は
、
伸
展
葬
が
わ
ず
か
七
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
鳳
翔
高
庄
に
あ
る
戦
国
期
の
薄
塗
墓

で
は
、
二
二
％
に
達
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
国
後
期
か
ら
秦
統
一
時
期
に
か
け
て
の
威
陽
解
家
溝
の
秦
人
平
に
お
い
て
は
、
伸
展
葬
の
比
率
は

さ
ら
に
五
二
％
に
ま
で
も
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
こ
れ
は
屈
葬
四
形
式
の
あ
り
方
に
も
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
つ
ま
り
屈
葬
の
四
形
式
は
各
時
期
と
も
認
め
ら
れ
る
が
、

時
期
に
よ
り
各
々
の
存
在
比
率
は
異
な
り
、
全
体
的
に
は
、
春
秋
戦
国
期
の
前
半
に
は
抱
鷹
葬
・
脆
屈
葬
が
目
だ
っ
て
い
る
が
、
後
半
に
入
る

と
、
屈
葬
の
程
度
は
緩
や
か
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
し
て
秦
帝
国
統
一
期
前
後
に
は
、
屈
葬
の
比
率
自
体
が
減
る
と
と
も
に
湾
屈
葬
・

微
屈
葬
が
主
体
と
な
る
。
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春
秋
戦
国
秦
時
代
の
五
五
〇
年
間
、
秦
人
に
特
有
な
埋
葬
思
想
を
反
映
し
た
も
の
と
し
て
の
墓
湖
、
す
な
わ
ち
西
向
き
頭
位
及
び
屈
葬
の
原

則
な
ど
は
、
そ
の
前
半
に
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
春
秋
か
ら
戦
国
の
変
革
の
時
代
の
動
き
を
経
て
徐
々
に
独
自
性
を
弱
め
て
変
容
し
て

い
き
、
つ
い
に
は
、
失
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
独
自
性
の
喪
失
は
、
副
葬
品
自
体
の
変
化
と
同
様
、
墓
制
の
中
原
化
と
し
て
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
①
　
第
｝
春
夏
⑥
、
⑦
、
⑧
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
呉
鎮
蜂
、
尚
志
儒
「
挾
西
鳳
翔
高
庄
秦
墓
発
掘
回
報
」
『
考
古
与
文
物
瞼
一
九
八

　
　
尚
志
儒
¶
秦
国
小
型
墓
的
分
析
与
分
期
」
呪
考
古
与
文
物
叢
刊
』
第
三
弩
、
一
九
　
　
　
｝
重
量
｝
期

　
　
八
三
年
一
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
金
学
山
「
西
安
半
披
的
戦
国
墓
葬
」
『
考
古
学
報
騒
一
九
五
七
年
第
三
期

　
岡
村
秀
典
「
秦
文
化
の
編
年
」
『
古
史
春
秋
』
第
二
暑
、
一
九
八
五
年
中
月

②
　
北
京
大
学
考
古
教
研
室
『
商
周
考
古
』
文
物
出
版
社
、
一
九
七
九
年
一
月

③
　
陳
西
省
考
古
研
究
所
、
臨
灘
県
愚
管
会
「
秦
東
陵
第
一
号
陵
園
勘
着
駅
」
『
考
古

　
与
文
物
』
一
九
八
七
年
第
四
期

　
麗
山
学
会
「
秦
東
陵
探
査
初
繭
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八
七
年
第
四
期

④
　
韓
偉
、
焦
南
蜂
「
秦
都
雍
城
考
古
発
掘
研
究
綜
述
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九
八

　
八
年
第
五
、
六
期

⑤
　
挾
西
省
文
管
会
秦
墓
発
掘
組
「
映
西
戸
県
宋
村
春
秋
秦
墓
発
掘
警
報
」
『
文
物
』

　
一
九
七
五
年
第
一
〇
期

⑥
罪
盛
平
、
張
天
恩
「
阪
西
龍
県
辺
家
荘
一
号
春
秋
秦
墓
」
『
考
古
与
文
物
』
一
九

　
八
六
年
第
六
期

⑦
　
雄
鎮
蜂
、
尚
志
儒
「
護
憲
鳳
翔
八
旗
屯
秦
国
樹
葬
発
掘
簡
報
」
『
文
物
資
料
叢

　
刊
』
三
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
○
年

　
銀
幕
雀
雍
城
考
古
隊
「
一
九
八
一
年
鳳
翔
八
旗
屯
墓
地
発
掘
諜
報
」
『
考
宵
与
文

　
物
』
一
九
八
六
年
第
五
期
〈
付
表
三
、
｝
九
七
六
年
八
旗
屯
建
国
墓
葬
登
記
表
〉

⑩
申
事
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
装
顛
発
掘
隊
「
滑
面
宝
鶏
福
蕩
墾
東
周
墓
葬
発

　
三
品
」
『
考
古
』
一
九
六
三
年
第
｝
○
期

⑬
　
尚
志
儒
、
趙
叢
蒼
「
陳
西
鳳
翔
八
過
屯
煙
嵐
道
面
墓
発
掘
吉
報
」
『
文
博
竺
九

　
八
六
年
第
三
期

⑫
陳
西
省
考
古
学
研
究
所
「
本
章
銅
毒
炎
廟
秦
墓
発
掘
簡
報
」
『
考
古
与
文
物
』
一

　
九
八
六
年
第
二
期

⑬
　
負
安
志
「
映
西
長
武
上
孟
村
秦
国
墓
葬
発
掘
簡
報
」
『
考
古
与
文
物
臨
一
九
八
四

　
三
盆
三
期

⑭
　
本
章
注
⑧

⑮
本
章
注
⑨

⑯
　
何
欣
雲
「
宝
鶏
李
家
崖
秦
国
墓
葬
清
理
簡
報
」
『
文
博
』
一
九
八
六
年
第
四
期

⑰
関
都
威
陽
考
古
隊
「
威
陽
市
黄
家
溝
戦
国
墓
発
掘
簡
報
」
『
考
古
与
文
物
煕
一
九

　
八
二
年
第
六
期

⑱
　
糧
溶
「
輿
漢
広
術
故
城
及
其
付
近
的
墓
葬
」
『
文
物
』
一
九
七
七
年
第
五
期

⑲
第
－
章
注
⑤
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三
　
秦
人
墓
制
の
起
源

134　（9e6）

　
『
史
記
』
「
秦
本
紀
」
に
よ
れ
ぽ
、
秦
人
は
紀
元
前
八
四
一
年
に
初
め
て
明
確
な
紀
年
が
あ
り
、
こ
れ
以
前
に
は
断
片
的
な
記
載
し
か
な
い
。

秦
人
早
期
の
活
動
地
域
に
関
す
る
も
の
と
し
て
「
或
在
中
国
、
或
在
夷
狭
」
と
あ
る
が
、
人
名
や
令
名
な
ど
は
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
一
九
四
〇
年
代
以
来
、
歴
史
学
界
で
は
秦
の
起
源
に
つ
い
て
、
論
争
が
続
い
て
い
る
。
そ
れ
に
は
大
き
く
分
け
て
「
東
虚
説
」
と
「
西

　
　
　
　
　
　
①

来
説
」
と
が
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
春
秋
戦
国
期
の
最
も
著
し
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
県
人
墓
制
は
、
特
に
そ
の
前
半
期
即
ち
春
秋
期
に
は
す
で

に
は
っ
き
り
と
し
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
墓
制
を
更
に
遡
っ
て
探
究
す
る
こ
と
は
秦
文
化
或
い
は
秦
人
自
身
の
起
源
問

題
を
み
い
だ
す
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
以
下
私
は
こ
の
起
源
聞
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
1
　
西
周
期
に
お
け
る
秦
人
墓
の
検
討
（
甘
谷
毛
家
坪
A
組
墓
葬
三
二
基
）

　
一
九
八
二
年
と
一
九
八
三
年
に
北
京
大
学
考
古
学
系
と
甘
漸
騰
文
物
工
作
隊
が
、
甘
粛
東
部
天
水
地
区
球
質
藁
家
坪
・
天
水
並
家
坪
に
あ
る

西
周
～
春
秋
戦
国
期
の
遺
跡
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
地
の
陶
器
の
器
種
構
成
や
型
式
の
組
合
せ
な
ど
が
そ
れ
以
前
の
在
地
の
文
化
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
全
く
違
っ
て
お
り
、
陳
西
地
域
の
様
相
を
強
く
も
っ
た
文
化
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

　
報
告
書
に
よ
る
と
、
董
家
坪
遺
跡
の
層
序
は
撹
乱
が
ひ
ど
か
っ
た
が
、
毛
家
坪
A
組
遺
跡
の
住
隆
隆
と
墓
地
の
層
序
は
整
然
と
し
て
お
り
、

各
時
期
の
墓
と
住
居
祉
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。
そ
の
文
化
様
相
は
大
き
く
前
・
後
二
段
階
に
分
け
ら
れ
る
。
前
半
期
（
一
・
H
期
）
は
西
湘
時
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

に
、
後
半
期
（
田
・
y
・
V
期
）
は
春
秋
戦
国
期
に
あ
た
る
。

　
こ
の
漁
家
坪
A
組
遺
跡
の
埋
葬
施
設
は
、
主
軸
を
東
西
方
向
に
向
け
、
人
骨
頭
位
は
丙
向
き
を
主
と
し
、
ま
れ
に
西
北
向
き
が
あ
る
。
い
ず

れ
も
木
棺
榔
を
も
つ
長
方
形
竪
穴
式
墓
で
、
羊
・
犬
類
の
祭
祀
犠
牲
を
伴
っ
て
い
る
。



棊の墓調とその起源（黄）

　
埋
葬
方
式
は
一
基
の
乱
骨
葬
（
二
次
葬
，
・
）
を
除
き
、
あ
と
の
三
一
基
は
、
全
て
屈
葬
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
抱
屈
葬
、
脆
屈
葬
が
二
五

基
で
、
蛮
屈
葬
は
少
な
く
六
基
し
か
存
在
し
な
い
。
こ
の
屈
葬
形
式
は
春
秋
戦
国
期
陳
西
地
区
に
お
け
る
秦
人
墓
の
形
に
全
く
一
致
す
る
。
ま

た
羊
・
犬
の
犠
牲
及
び
多
数
の
石
圭
を
棺
の
上
に
納
め
る
風
習
も
陳
満
地
区
点
人
君
の
特
徴
に
よ
く
符
合
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
埋
葬
施
設

・
屈
葬
形
式
及
び
人
骨
頭
位
の
西
向
き
規
制
は
秦
人
心
の
条
件
を
完
全
に
満
た
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
甘
谷
毛
家
憲
遺
跡
で
は
層
位
的
な
発
掘
の
結
果
、
五
期
の
文
化
様
相
に
対
応
し
た
陶
器
編
年
（
第
－
期
～
第
V
期
）
が
組
み
立
て

ら
れ
て
い
る
。
図
5
の
よ
う
に
、
第
皿
期
～
第
V
期
の
主
要
器
種
で
あ
る
高
・
盆
・
豆
・
罐
は
該
当
時
期
の
陳
西
地
域
秦
人
肥
の
そ
れ
と
、
基

本
的
に
一
致
す
る
。
陳
西
地
区
か
ら
は
遠
く
離
れ
た
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、
春
秋
戦
国
期
に
並
行
す
る
器
皿
期
～
第
V
期
に
見
せ
る
宮
西
地
区

と
の
墓
制
と
陶
器
の
一
致
は
、
両
地
域
の
文
化
の
同
質
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
春
秋
戦
国
期
に
並
行
す
る
甘
粛
甘
谷
商
家
坪
A
組

遺
跡
の
第
皿
期
～
第
V
期
は
秦
文
化
と
言
っ
て
も
全
く
差
し
支
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
罷
業
甘
言
毛
家
坪
A
組
遺
跡
の
営
ま
れ
た
全
期
間
、
つ
ま
り
第
－
期
～
第
V
期
は
、
層
位
的
、
そ
し
て
文
化
的
な
継
続
性
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

同
一
の
文
化
系
列
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
皿
期
～
第
V
期
の
文
化
様
式
が
秦
文
化
に
属
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
に
先
行
す
る
第
－
期
～
第
豆
期
の
文
化
こ
そ
秦
文
化
の
祖
形
で
あ
る
と
結
論
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
（
図
5
の
一
、
∬
期
の
硝
、

罐
）
。
で
は
、
こ
の
西
周
期
に
相
当
す
る
第
三
～
重
書
の
墓
欄
は
一
体
ど
の
よ
う
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
の
か
時
期
を
限
っ
て
調
べ
て
み
よ
う
。

こ
の
時
期
に
属
す
る
も
の
は
一
二
基
あ
り
、
す
べ
て
抱
屈
葬
・
脆
屈
葬
に
属
す
る
。
そ
し
て
西
頭
位
の
規
制
や
石
圭
の
副
葬
ま
で
も
が
そ
こ
に

認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
す
で
に
前
章
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
ま
さ
し
く
秦
人
墓
制
の
要
素
と
言
え
る
。

　
ま
た
副
葬
陶
器
の
器
種
構
成
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
痛
論
坪
A
組
の
典
型
的
な
組
合
せ
は
扇
・
盆
・
豆
・
罐
で
あ
る
が
、
長
安
澄
西
に
あ

る
並
行
期
の
西
周
墓
で
は
、
多
く
は
爾
・
笙
・
罐
と
大
き
く
異
な
る
。
と
き
に
は
爾
・
盆
・
豆
・
罐
の
組
舎
せ
も
見
え
る
け
れ
ど
も
、
製
作
技

法
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
毛
家
記
A
組
の
陶
器
様
式
は
西
霞
文
化
の
要
素
に
似
て
い
る
点
も
多
少
は
も
っ
て
い
る
が
、
む
し
ろ
そ

の
文
化
は
春
秋
戦
国
期
の
秦
文
化
の
直
接
の
祖
形
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
毛
馬
坪
遺
跡
の
歯
周
時
期
の
秦
文
化
の
年
代
は
西

135　（9e7）
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秦の墓制とその起源（黄）

周
時
代
の
早
期
に
遡
る
で
あ
ろ
う
。

　
文
献
中
、
秦
人
の
祖
先
が
周
王
室
に
奉
仕
す
る
記
載
が
頻
出
す
る
。
例
え
ば
、
「
造
父
善
導
、
幸
於
周
穆
王
」
、
「
非
黒
影
山
王
主
馬
於
濟
滑

之
間
」
と
あ
り
、
ま
た
秦
の
庄
公
が
戎
を
征
伐
し
て
功
労
を
得
て
、
「
西
垂
大
夫
」
に
封
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
当
時
の
秦
は
周
王
室
に
服
属
し
た

小
国
で
、
「
在
西
戎
、
保
西
垂
」
の
役
割
を
果
し
て
い
た
か
ら
、
秦
文
化
が
周
文
化
の
影
響
を
受
け
た
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
も
周
秦
文
化
の
混
在
現
象
が
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
『
史
記
』
「
秦
本
紀
」
に
よ
り
、
西
周
時
代
の
秦
人
の
活
動
の
中
心
は
「
西
蕃
習
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

「
秦
」
と
さ
れ
る
。
王
国
維
、
郭
沫
若
の
考
証
に
よ
る
と
、
「
西
犬
丘
」
は
今
の
甘
辛
天
水
地
区
の
西
和
県
、
礼
県
の
あ
た
り
に
比
定
さ
れ
る
。

そ
し
て
「
秦
」
地
に
つ
い
て
も
『
史
記
』
「
秦
本
紀
」
の
斐
姻
『
集
解
』
が
難
境
の
解
釈
を
引
き
「
今
天
水
島
西
県
秦
亭
也
」
と
し
て
い
る
。
先

の
考
古
学
的
な
検
討
結
果
は
こ
れ
ら
の
文
献
史
料
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
時
期
に
秦
人
が
父
尉
東
部
に
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
。

　
ま
た
論
題
末
期
、
諸
戎
は
陳
西
西
北
地
域
に
侵
入
し
、
そ
の
う
ち
、
犬
戎
と
申
戎
は
西
周
の
都
を
濡
し
い
れ
、
周
歯
軸
を
陳
西
臨
青
茶
山
に

殺
害
し
た
と
い
う
。
当
時
、
秦
は
「
（
秦
の
）
嚢
公
将
兵
救
周
、
戦
甚
力
、
有
功
。
（
翌
年
、
周
王
朝
東
影
響
邑
）
嚢
子
老
兵
送
周
平
王
。
平
皇
霊
裏

門
為
諸
侯
、
賜
之
岐
以
西
野
地
（
現
在
の
陳
西
岐
山
県
の
東
北
に
あ
た
る
）
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
通
人
は
西
周
末
の
動
乱
時
期
に
、
「
将
兵
救
周
」
を

契
機
と
し
て
諸
侯
と
な
っ
た
。
春
秋
時
代
に
入
る
と
、
至
人
は
周
文
明
の
発
生
地
で
あ
る
濟
溜
の
間
に
進
出
す
る
一
方
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境

を
利
用
し
（
発
見
さ
れ
た
鉄
製
の
農
具
も
多
数
で
あ
り
、
農
業
生
産
力
の
大
き
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
）
、
先
進
の
周
王
朝
の
文
化
を
継
承
す
る
こ
と
に

よ
り
、
国
力
を
急
速
に
強
大
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
こ
の
秦
人
の
存
在
は
ど
こ
ま
で
遡
っ
て
確
認
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
葛
家
坪
遺
跡
の
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
、
少
な
く
と
も
商
代
末

期
頃
に
は
、
属
人
は
既
に
甘
粛
東
部
（
つ
ま
り
中
原
に
対
し
て
西
方
の
地
）
あ
た
り
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
今
後
、
甘
粛
東
部
地

域
を
も
っ
と
も
注
目
し
て
い
き
た
い
。
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2
　
中
国
に
お
け
る
屈
葬
習
俗
圏
（
図
6
上
段
）

　
埋
葬
方
式
と
副
葬
品
と
は
宗
教
的
な
習
俗
や
制
度
上
の
慣
習
か
ら
死
者
に
地
中
ま
で
持
ち
込
ま
せ
た
も
の
で
あ
る
。
秦
人
墓
制
の
も
っ
と
も

大
き
な
特
徴
と
し
て
の
屈
葬
の
埋
葬
方
式
は
中
国
歴
史
上
に
お
い
て
非
常
に
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
春
秋
戦
国
期
で
は
一
時
的
に
広
が
る
け
れ

ど
も
、
股
周
時
代
以
前
の
墓
葬
資
料
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
分
布
地
域
は
甘
粛
東
南
部
及
び
青
海
東
部
あ
た
り
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

　
今
ま
で
発
表
さ
れ
た
報
告
の
中
で
は
、
最
も
古
い
屈
葬
資
料
は
甘
粛
地
区
を
中
心
と
し
た
新
石
器
時
代
の
愚
心
窯
文
化
の
半
山
（
・
。
9
0
～
・
。
ω
。
。
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

切
．
o
’
）
期
に
遡
る
。
す
な
わ
ち
領
家
窯
文
化
の
半
山
期
・
馬
毒
素
（
・
。
象
O
～
・
。
O
切
。
じ
d
●
o
・
）
に
属
す
る
甘
粛
広
河
地
巴
坪
墓
地
や
猟
期
七
里
河

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

区
花
堂
子
墓
地
な
ど
で
発
掘
さ
れ
た
資
料
が
、
中
国
全
土
に
お
い
て
最
古
の
タ
イ
プ
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
ら
を
秦
人
の
屈
葬
形
式
と
比
べ

て
み
る
と
、
抱
屈
葬
・
脆
屈
葬
の
形
が
酷
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
こ
の
後
、
同
じ
地
域
の
斉
家
文
化
（
b
◎
O
朝
O
～
H
①
O
O
切
．
O
・
）
の
墓
地
で
は
、
総
数
の
大
半
を
占
め
る
単
管
墓
は
ほ
と
ん
ど
が
伸
展
葬
で
、
屈
葬

が
わ
ず
か
（
2
2
％
）
に
な
る
と
い
う
変
化
を
見
せ
る
。
ま
た
こ
こ
で
は
合
葬
墓
の
存
在
が
特
微
的
で
、
男
性
が
伸
展
葬
で
、
女
性
が
男
性
に
向
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
屈
葬
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。
屈
葬
の
比
率
は
少
な
い
が
、
存
在
形
式
と
し
て
相
変
わ
ら
ず
抱
屈
葬
、
脆
屈
葬
、
変
屈
葬
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
次
の
辛
店
文
化
（
H
①
O
O
～
O
り
O
切
。
O
．
）
の
埋
葬
方
式
は
、
膿
血
永
靖
蓮
花
台
の
奥
耳
文
化
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
斉
家
文
化
の
特
徴
を
色
濃
く

残
し
て
お
り
、
埋
葬
方
式
も
伸
展
葬
を
主
と
す
る
。
た
だ
し
、
屈
葬
・
二
次
葬
も
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
黄
河
上
流
域
に
位
置
す
る
甘
塩
地
区
で
は
、
新
石
器
時
代
よ
り
西
畑
時
代
に
至
る
ま
で
の
約
一
七
〇
〇
年
間
、
屈
葬
と
い
う
特
殊

な
墓
制
は
廃
れ
る
こ
と
も
な
く
続
い
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
ひ
と
つ
の
屈
葬
習
俗
圏
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
特
に
、
屈
葬
書
式

の
う
ち
、
最
も
典
型
的
な
も
の
で
あ
る
抱
屈
葬
と
脆
屈
葬
は
新
石
器
時
代
か
ら
春
秋
戦
国
期
の
秦
に
か
け
て
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
た
。
こ
の

屈
葬
習
俗
圏
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
の
交
流
と
伝
播
の
中
に
、
毛
家
坪
A
組
以
前
（
股
周
以
前
）
の
本
人
墓
制
の
起
源
を
更
に
追
究
す
る
手

が
か
り
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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①
　
は
じ
め
の
「
西
来
説
」
の
代
表
的
な
学
者
は
蒙
文
通
氏
で
、
騒
人
が
西
戎
に
起

　
源
す
る
と
説
い
た
（
「
秦
為
戎
族
考
」
『
禺
貢
』
第
六
巻
七
期
、
一
九
三
六
年
）
。
こ

　
れ
に
対
し
て
、
徐
旭
生
氏
は
『
中
国
古
史
的
伝
説
時
代
』
一
九
四
三
年
（
一
九
八

　
五
年
増
補
改
訂
、
文
物
出
版
社
）
で
、
秦
の
祖
先
は
東
夷
民
族
で
あ
る
と
す
る
「
東

　
来
説
」
を
唱
え
た
。
そ
の
他
、
躬
伯
賛
氏
は
『
秦
漢
史
』
一
九
四
六
年
（
一
九
八

　
四
年
改
訂
、
北
京
大
学
出
版
社
）
の
中
で
、
秦
人
は
東
遷
諸
完
の
一
つ
で
あ
る
と

　
指
摘
し
た
。
近
年
に
は
、
顧
韻
雷
雨
の
「
秦
は
本
来
東
夷
族
で
あ
り
、
周
公
の
東

　
征
の
時
に
西
遷
さ
せ
ら
れ
た
。
」
と
い
う
「
東
来
説
レ
（
「
詫
言
籍
中
探
索
我
国
的
西

　
部
属
族
」
『
社
会
科
学
戦
線
』
一
九
八
○
年
一
期
）
と
、
命
偉
超
氏
を
中
心
と
す
る

　
西
来
説
（
『
先
秦
両
漢
考
育
学
論
集
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
の
両
説
が
対

　
籍
し
て
い
る
。

②
　
甘
粛
省
文
物
工
作
隊
、
北
京
大
学
考
古
学
系
「
甘
粛
甘
谷
毛
家
霊
室
肚
発
掘
報

　
告
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
七
年
第
三
期

③
　
趙
化
成
「
甘
粛
東
部
秦
和
莞
戎
文
化
的
考
古
学
探
索
」
『
考
古
類
型
学
的
理
論

　
与
実
践
』
箭
偉
超
主
観
、
文
物
出
版
社
、
一
九
八
九
年
五
月

④
　
本
章
注
②
、
③

⑤
　
王
国
維
「
秦
都
邑
考
」
『
観
堂
集
林
臨
中
華
書
局
、
｝
九
五
九
年

　
郭
沫
若
『
両
周
金
文
辞
大
系
図
聖
誕
繹
』
科
学
出
版
社
、
一
九
八
五
年

⑥
　
甘
粛
省
博
物
館
文
物
工
作
隊
「
広
河
山
彙
坪
「
半
山
期
」
墓
地
」
『
考
古
学
報
』

　
　
九
七
八
年
第
二
期

⑦
　
甘
粛
省
博
物
二
等
「
蘭
州
花
塞
子
「
半
山
類
型
」
墓
葬
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八

　
○
年
下
二
期

　
甘
粛
省
博
物
館
、
蘭
語
市
文
化
館
「
野
州
土
谷
台
半
山
－
馬
手
文
化
墓
地
」
『
考
古

　
学
報
』
」
九
八
三
年
第
二
期

⑧
　
斉
家
文
化
は
馬
家
窯
文
化
の
後
、
甘
露
東
部
の
黄
河
流
域
に
広
が
っ
た
新
石
器

　
瞬
代
末
期
、
あ
る
い
は
階
級
社
会
の
萌
芽
期
の
地
域
的
文
化
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。

⑨
甘
錨
省
博
物
館
「
甘
粛
武
威
皇
霊
々
台
遣
肚
発
掘
報
告
」
『
考
古
学
報
』
一
九
六

　
〇
年
第
二
期

　
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所
「
甘
粛
永
靖
秦
魏
家
斉
家
文
化
墓
地
」
『
考
古
学
報
』
一

　
九
七
五
年
第
二
期

⑩
辛
店
文
化
は
斉
家
文
化
の
後
、
粗
製
東
南
部
と
青
海
東
部
の
挑
河
、
大
畠
河
と

　
渥
水
の
中
、
下
流
域
に
分
帯
す
る
青
銅
冶
金
技
術
を
も
つ
地
域
文
化
で
あ
る
。

⑪
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
甘
露
工
作
隊
「
甘
贈
主
靖
大
難
庄
遣
祉
発
掘
報

　
出
口
」
『
考
古
学
報
』
一
九
七
四
年
第
二
期

　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
華
甲
工
作
隊
「
甘
粛
叢
書
張
家
山
与
国
玉
川
遣
祉

　
的
発
掘
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
○
年
第
二
期
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四
　
秦
人
の
移
動
に
伴
う
中
原
地
域
の
墓
制
の
変
化

1
　
中
原
地
域
の
在
来
墓
制
（
図
6
下
段
）

秦
の
西
来
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
移
動
先
の
中
原
地
域
に
お
け
る
在
来
墓
制
の
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
秦
人
の
移
動
に
伴

っ
て
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
中
原
地
域
に
お
け
る
在
来
墓
制



秦の墓制とその起源（黄）

を
新
石
器
時
代
に
遡
っ
て
調
べ
て
み
た
い
。

　
中
原
地
域
の
新
石
器
時
代
（
㎝
o
o
o
～
ω
o
o
o
じ
d
陰
○
・
）
は
仰
紹
文
化
と
龍
山
文
化
期
と
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
ず
、
仰
紹
文
化
期
の
陳
西
豊
中
北
首

　
　
①

嶺
墓
地
四
五
一
基
を
例
に
と
ろ
う
。
主
軸
は
全
体
と
し
て
北
西
方
向
が
重
視
さ
れ
、
人
骨
頭
位
は
北
西
向
き
を
中
心
と
す
る
。
長
方
形
竪
穴
式

墓
が
三
八
五
基
で
、
小
児
用
甕
棺
が
六
六
基
あ
る
。
埋
葬
方
式
は
九
〇
基
が
人
骨
が
残
ら
ず
不
明
で
あ
っ
た
が
、
伸
展
葬
は
三
五
九
基
で
、
絶

対
的
多
数
を
占
め
る
。
ま
た
屈
葬
ら
し
い
も
の
は
由
基
あ
る
が
、
そ
の
一
基
は
甕
棺
の
中
に
い
れ
ら
れ
た
成
人
骨
で
あ
り
、
二
次
葬
に
属
す
る
。

も
う
一
基
は
微
屈
葬
の
範
疇
に
入
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
、
意
識
的
な
も
の
で
は
な
か
ろ
う
。

　
北
首
嶺
の
所
在
す
る
こ
の
地
域
は
、
の
ち
に
秦
の
領
域
に
属
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
新
石
器
時
代
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
伸
展
葬
で
あ
り
、

頭
位
が
西
向
き
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
は
仰
紹
文
化
の
墓
制
全
体
に
共
通
し
て
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
龍
山
文
化
は
仰
紹
文
化
に
続
く
文
化
で
、
河
南
洛
陽
廟
鼻
溝
墓
地
一
四
五
基
を
例
と
し
て
見
る
と
、
主
軸
は
南
北
、
人
骨
頭
位
は
南
向
き
が

主
で
、
北
向
き
が
若
千
加
わ
る
。
す
べ
て
長
方
形
竪
穴
式
量
で
、
そ
の
う
ち
人
骨
が
不
明
の
五
基
を
除
く
と
、
一
三
八
基
の
伸
展
葬
が
総
数
の

九
五
％
を
占
め
て
い
る
。
ま
た
微
屈
葬
は
二
基
あ
る
が
、
そ
れ
も
胴
と
足
の
屈
曲
度
は
一
五
〇
度
～
一
六
〇
度
で
、
例
外
的
な
も
の
と
み
な
せ

よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
二
代
に
お
い
て
は
、
河
南
安
陽
股
櫨
墓
地
三
〇
二
基
が
好
例
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
先
の
毛
家
蚕
遺
跡
A
組
の
形
成
期
に
相
当
す
る
。
主
軸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

は
南
北
方
向
を
向
き
、
ま
さ
し
く
「
北
方
北
首
」
の
北
頭
位
の
規
制
が
画
一
的
に
認
め
ら
れ
る
。
木
棺
櫛
を
も
つ
長
方
形
竪
穴
式
墓
で
、
殉
人

や
犬
、
豚
、
牛
の
犠
牲
が
見
ら
れ
る
。
埋
葬
方
式
と
し
て
は
九
四
基
が
人
骨
が
残
ら
ず
状
況
不
明
で
、
そ
の
他
は
伸
展
葬
が
二
〇
一
基
を
占
め
、

絶
対
的
優
位
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
微
々
葬
も
六
基
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
、
意
識
的
に
屈
葬
し
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
ま
た
西
周
墓
制
の
代
表
例
と
し
て
陳
西
長
安
漁
家
披
西
周
墓
地
一
二
四
基
が
あ
げ
ら
れ
る
。
主
軸
は
南
北
方
向
を
中
心
と
し
て
、
頭
位
は
北

向
き
が
主
で
あ
る
。
長
方
形
竪
穴
式
墓
で
、
多
く
は
木
棺
を
持
つ
が
、
少
数
が
薦
で
遺
体
を
覆
う
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
全
体
の
三
分
の
一
の

墓
墳
の
底
に
は
腰
坑
が
あ
り
、
ま
た
犬
の
犠
牲
の
風
習
も
認
め
ら
れ
る
。
三
七
基
が
人
骨
が
残
ら
ず
不
明
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
除
く
と
八
六
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蓑2　長安濫西・洛陽中州路・郷州二里闘遺跡における屈葬と伸展葬の存在数と比率

　　　（括弧内は％，不明のものは省略してある。）

中　州　路 二　里　簡

屈葬1伸展葬1総数｝屈葬i伸展葬1総数

西

屈 孝幹　　イ申展蓼膵　　総　　数

3
　　3

（王00）
0商

108
鋤

μo
109

（59．9）
1820周西

212　48
（22．6）

159
（75．0）

260
3e

（ll．5）

　　5

（o．e7）
71

215
（82．7）

60
（84．5）春秋戦国

基
が
伸
展
葬
で
、
屈
葬
は
た
だ
の
一
基
し
か
な
い
。

者
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ
の
唯
一
の
屈
葬
例
は
女
性
で
あ
り
、
士
族
の
入
婚

　
2
　
在
来
墓
制
の
変
化

　
以
上
の
よ
う
に
、
中
原
地
域
は
新
石
器
時
代
か
ら
西
周
時
代
ま
で
一
貫
し
て
北
頭
位
が
目
だ
っ
て
お
り
、

伸
展
葬
が
続
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
春
秋
戦
国
期
を
迎
え
る
と
一
大
変
化
を
来
す
。
そ
れ
を
中

原
地
域
に
お
け
る
春
秋
戦
国
期
の
次
の
代
表
的
な
三
遺
跡
を
例
に
挙
げ
て
調
べ
て
み
よ
う
。
こ
こ
に
取
り

　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

上
げ
る
鄭
州
二
里
岡
（
商
の
王
都
所
在
地
）
と
陳
西
長
安
禮
西
墓
地
（
西
周
の
「
澄
汁
京
」
所
在
地
）
、
洛
陽
中

　
　
⑧

異
型
墓
地
（
周
王
朝
の
東
遷
後
の
王
都
領
地
）
の
三
遺
跡
は
、
い
ず
れ
も
同
一
遺
跡
内
に
春
秋
戦
国
期
の
墓
地

と
と
も
に
、
そ
れ
に
先
立
つ
時
期
の
墓
地
を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
墓
制
の
変
遷
を
検
討

す
る
好
例
と
言
え
る
。
表
2
は
、
か
つ
て
商
周
時
代
の
王
都
所
在
地
で
あ
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
墓
地
で
、
こ

の
時
期
に
伝
統
的
な
埋
葬
方
式
が
急
速
に
屈
葬
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
数
千
年

間
続
い
て
き
た
伝
統
的
な
伸
展
葬
が
屈
葬
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、
そ
の
比
率
は
八
四
・
五
％
（
長
安
濫
西
墓

地
）
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
埋
葬
施
設
の
主
軸
に
つ
い
て
も
、
一
時
的
に
南
北
方
向
の
優
位
性
は

崩
れ
、
人
骨
頭
位
も
北
向
き
の
約
束
が
乱
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
こ
の
時
期
に
、
特
有
の
墓
制
を
持
っ
た
町
人
が
西
か
ら
移
動
し
て
き
た
こ
と
を
裏

付
け
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
中
原
地
域
の
墓
の
被
葬
者
自
身
が
移
動
し
て
き
た
秦
人
で
あ
っ
た
可
能

性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
れ
に
は
屈
葬
詩
式
の
比
較
が
参
考
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
前
章
で
検
討
し
た
秦
の
勢
力
圏
で
あ
る
陳
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の墓制とその起源（黄）

西
地
域
と
、
周
王
朝
を
取
り
巻
く
中
原
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
の
屈
葬
の
各
形
式
の
存
在
比
率
に
は
相
違
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち

中
原
地
域
で
は
抱
屈
葬
は
極
め
て
ま
れ
で
、
脆
屈
葬
・
湾
屈
葬
が
大
多
数
を
占
め
、
陳
西
地
域
と
比
べ
て
屈
葬
の
程
度
は
明
ら
か
に
弱
い
の
で

あ
る
。

　
こ
れ
は
、
春
秋
型
の
副
葬
品
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
と
も
対
応
し
、
こ
の
地
域
の
中
原
文
化
の
伝
統
の
強
さ
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
墓
制
の
変
化
は
征
服
に
伴
う
直
接
の
秦
人
の
到
来
を
示
す
の
で
は
な
く
、
賢
人
の
東
遷
に
伴
う
強
力
な
秦
文
化

の
波
及
が
引
き
起
こ
し
た
大
き
な
社
会
変
化
の
結
果
と
み
な
せ
よ
う
。

　
こ
う
し
た
影
響
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
の
増
加
に
よ
っ
て
、
河
南
の
三
門
峡
、
鄭
州
山
岡
杜
・
山
西
の
候
馬
、
楡
次
・
湖
北
の
雲
夢
女
皇
地
、

江
中
華
圏
山
・
四
川
の
成
都
羊
子
山
・
広
東
の
広
州
淘
金
坑
、
広
西
壮
族
自
治
区
灌
贈
遺
跡
な
ど
で
も
確
認
さ
れ
、
秦
人
の
文
化
が
華
中
・
華

北
・
華
南
の
各
地
域
へ
広
く
分
布
し
て
い
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

　
①
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
靴
音
北
風
嶺
』
文
物
出
版
祇
、
一
九
八
三
　
　
記
載
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
第
2
章
注
②
文
献
参
照
。

　
　
年
一
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
中
国
社
ム
眠
科
学
院
考
古
学
研
ぬ
九
所
…
潜
一
西
発
掘
隊
「
一
九
六
七
年
長
安
張
家
城
西

　
②
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
編
『
廟
蕃
夷
与
三
目
無
』
科
学
舞
曲
社
、
一
九
　
　
　
周
指
墨
的
発
掘
」
『
考
古
学
報
』
一
九
八
○
年
第
四
期

　
　
五
九
年
九
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑥
河
南
省
文
化
局
文
物
工
作
隊
『
鄭
州
二
星
岡
隔
科
学
繊
版
社
、
一
九
五
九
年
八

　
③
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
毅
握
発
掘
報
此
口
』
文
物
出
版
社
、
一
九
八
七
　
　
月

　
　
年
一
一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
灘
西
発
掘
報
告
』
文
物
出
版
社
、
一
九
六
三

　
④
　
発
掘
調
査
に
よ
り
、
商
・
周
時
代
の
墓
制
の
あ
り
方
は
正
し
く
『
古
記
』
「
檀
　
　
　
　
年
三
月

　
　
弓
」
の
「
葬
於
北
方
北
首
、
三
代
之
達
礼
也
（
至
愚
が
聚
落
の
北
に
あ
り
、
ま
た
　
　
　
⑧
巾
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
洛
陽
中
州
路
』
（
西
工
段
）
文
物
出
版
社
、
一

　
　
頭
を
北
に
し
て
葬
っ
た
の
は
夏
商
周
三
代
続
い
て
き
た
正
礼
で
あ
る
と
と
い
う
　
　
　
　
九
五
九
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
む
　
　
す
　
　
び

里
人
の
墓
制
は
中
原
地
域
の
墓
制
と
は
際
だ
っ
た
対
照
を
見
せ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
墓
制
の
諸
側
面
、
す
な
わ
ち
倣
銅
陶
器
の
様
式
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を
始
め
と
す
る
副
葬
品
、
西
向
き
頭
位
の
原
則
、
そ
し
て
慮
葬
の
圧
倒
的
な
強
さ
で
あ
っ
た
。
現
段
階
で
は
こ
の
墓
制
の
起
源
は
袖
下
東
部
地

域
の
西
周
並
行
期
の
文
化
に
ま
で
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
秦
人
の
墓
制
は
甘
粛
東
部
地
域
を
基
盤
と
す
る
文
化
集
団
の
伝
統
的
な
墓
制
か
ら
生

ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
秦
人
の
起
源
は
こ
の
西
方
の
地
域
に
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
、
中
原
地
域
に
一
時
的
に
認
め
ら
れ
た
秦
人
の
特
徴
的
な
墓
欄
の
広
が
り
は
、
ま
さ
し
く
春
秋
戦
国
期
に
秦
が
西
方
か
ら
移
動
し
て

き
た
波
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
｛
つ
の
注
目
さ
れ
る
現
象
が
指
摘
さ
れ
売
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
っ
た
ん
強
い
影
響
力
を
周
囲
に
与
え
た
秦
人
特

有
の
墓
制
は
、
天
下
統
一
へ
向
か
う
戦
国
後
期
か
ら
秦
代
に
か
け
て
、
む
し
ろ
急
速
に
弱
ま
っ
て
い
き
、
つ
い
に
は
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
国
の
発
展
期
に
お
け
る
こ
の
現
象
は
、
独
自
の
文
化
の
衰
退
、
「
征
服
者
は
文
化
的
に
征
服
さ
れ
る
」
な
ど
と
消
極
的
に
評
価
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
次
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
副
葬
品
の
検
討
の
際
に
も
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
屈
葬
を
始
め
と
す
る
伝
統
的
墓
制
の
放
棄
に
は
、
黒
人
の
意
欲
的
な
中
原
文
化
摂
取

の
態
度
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
、
中
原
諸
国
の
西
方
の
一
小
国
か
ら
出
発
し
た
秦
が
統
一
帝
国
を
築
き
上
げ
て
い
く
過
程
は
、

一
貫
し
て
中
原
文
化
に
同
化
す
る
諸
段
階
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
大
型
墓
、
中
型
墓
に
早
く
か
ら
認
め
ら
れ

た
中
原
文
化
の
志
向
が
、
戦
国
期
か
ら
統
一
期
に
か
け
て
、
つ
い
に
は
下
層
階
級
の
墓
制
に
い
た
る
全
て
の
墓
制
に
貫
徹
さ
れ
た
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
始
皇
帝
が
度
量
衡
の
統
」
を
進
め
た
こ
と
な
ど
に
も
一
脈
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
｝
元
化
を
目
指
す
政

治
的
意
図
さ
え
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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‘solidarism’　and　‘reformatory　policy’．　And　they　tried　to　put　their

policies　and　their　coalition　government　plan　into　practice　in　the　double

political　moneuvering　for　the　for皿ation　of　the　coalition　government　with

the　Social　Dernocratic　Party　undertaken　by　the　Yoshida　cabinet．　Thus

they　took　the　opportunity　provided　by　the　labor　offensive　and　paved　the

way　for　the　formation　of　the　coalition　government　with　the　Social

Democratic　Party．　This　movement　implies　historically　that　the　revolu－

tionary　upsurge　during　the　period　of　the　General　Strike　of　February　1　made

a　‘reformatory’　conservative　force　appear　on　the　postwar　political　stage

in　Japan，　able　to　form　a　coalition　government　with　a　social　democratic

party．

Burials　of　Chin　and　their　Origin

by

HuANG　Xiao－Fen

　　It　has　become　fairly　clear　that　the　Chin（秦），　the　first　dynasty　of

ancient　China，　had　a　grand　culture　with　great　capital　city　sites　and　royal

tombs．　But　we　hardly　know　anything　of　the　origin　of　the　Chin　culture

and　people，　their　development，　and　their　eclipse．　ln　this　paper　1　considered

this　problem　using　archaeological　materials　from　burials．

　　First　I　examilled　burials　of　the　Chin　in　Chunqiu（春秋）and　Zhanguo

．（戦国）periods　focussing　mai111y　on　burial　objects，　rankings　of　the　burial

size　and　structure，　and　the　form　of　buria1一particularly　contracted　burials．

Ifound　Chin　burials　were皿ost　unique　during　the　Chuqiu　period，　when

almost　all　of　the　dead　body　wasエnore　strongly　contracted　and　styles　of

grave　goods　were　different　from　those　of　Zhongyuan（中原）culture．　But

in　the　Zhanguo　period　this　gradually　faded　out鋤d　the　form　of　burial

became　homogeneous　with　that　of　Zhongyuan　Culture．

　　Then　1　showed　that　the　forrn　of　Chin　burial　had　originated　in　Gansu

（甘粛）district，　in　west　China，　where　contracted　burial　had　emerged　long

before　it　did　in　Zhongyuan　district．　The　lower　culture　of　the　Maojiaping

（毛家続）site　can　be　said　to　be　direct　prototype　of　the　Chin，　dating　from

as　early　as　the　Western　Zhou（西前）period。　In　contrast，　in　Zhongyuan
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district，　extended　buria！・had　been　traditionaily　adopted　until　the　Xizhou

period，　but　it　was　superseded　by．cohtracted　burial　in　the　Chunqiu　Zhanquo

period．　1　consider　that　this　phenomen6n　could　have　been　brought　about

by　Chin　people　moving　to　the　east　at　that　time．　On　the　other　hand，

the　loss　of　originality　in　burials　could　be　regarded　as　an　indispensable

process　in　the　construction　of　a　great　Chinese　dynasty．
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